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市で行っている市民相談一覧（無料）休館日や相談員の都合などにより、
休みをいただく場合があります。

法律相談【要予約】予約専用電話　☎23・4400
　木曜日・第2火曜日　市役所1階市民相談室
　※前日（前日が祝日の場合は前々日）の午前9時から電
話で予約受付。相談時間は午後１時30分からでひとり
20分間。先着8人まで。時間の指定はできません。
一般相談　☎33・1131
　月～金曜日　午前10時～午後4時30分
　市役所1階市民相談室
交通事故相談　☎33・1131
　月～金曜日　午前10時～午後4時30分
　市役所1階市民相談室
行政相談　☎33・1131
　第2月曜日、第4火曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
司法書士相談　☎33・1131
　第1金曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
土地家屋調査士相談　☎33・1131
　第3金曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
不動産相談　☎33・1131
　第2・4金曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
税務相談　☎33・1131
　第3月曜日　午後1時～４時
　市役所1階市民相談室

市民生活応援窓口　☎33・9254
　月～金曜日　午前8時45分～午後5時15分
　市役所1階市民生活応援窓口
特設人権相談　☎33・1131
　第2・3・4水曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
消費生活相談　☎33・1131
　月～金曜日　午後1時～4時
　市役所1階消費生活センター
人権相談　☎33・1131
　月～金曜日　午前9時～午後5時
　市役所1階人権市民協働課相談室
児童家庭相談　☎33・1131
　月～金曜日　午前8時45分～午後5時15分
　市役所1階こども未来課
ひとり親家庭相談　☎33・1131
　月～金曜日　午前8時45分～午後5時15分
　市役所1階こども未来課
高齢者総合相談　☎21・0294
　月～金曜日　午前9時～午後5時15分
　高齢者保健・福祉支援センター（ベルセンター）
心配ごと相談　☎21・9871
　火曜日　午後1時30分～3時30分
　総合福祉センター
教育相談　☎31・4460
　月～金曜日　午前9時～午後5時
　教育支援センター
　心の相談ホットライン（☎26・0005）

医療相談　☎32・5622
　月～金曜日　午前9時～午後4時　市立病院
防火相談　☎21・0119
　毎日　午前9時～午後5時　消防本部
労働相談　☎23・8689
　火～日曜日　午前9時～午後5時
　地域経済課・労働政策担当（勤労青少年ホーム内）
就労相談【要予約】　☎23・8689
　火～金曜日　午前9時～午後5時
　地域経済課・労働政策担当（勤労青少年ホーム内）
住宅相談　☎33・1131
　月～金曜日　午前9時～午後5時
　市役所2階まちづくり政策課
福祉なんでも相談【要予約】☎21・0294
　第2・４金曜日 午後1時～午後3時
　地域包括支援センター
女性相談（面談は要予約）
　にんじんサロン ☎21・6500
　火～金曜日　午前10時～午後5時
　人権市民協働課 ☎33・9208
　月～金曜日　午前9時～午後5時

犯罪被害者相談　☎33・1131
　月～金曜日　午前10時～午後4時30分
　市役所1階市民相談室

　　　泉大津市ホームページはこちらから→

この広報紙は、再生紙を使用しています。また広報紙が届かない世帯の人は、秘書広報課へお問い合わせください。
本市の情報は、インターネットや携帯サイトからもご覧になれます。
PC　http://www.city.izumiotsu.lg.jp/　　　　携帯　http://www.city.izumiotsu.lg.jp/m/

市役所窓口業務は月～金曜日（土・日曜日、祝日と 12月 29日～1月 3日
の年末年始を除く）午前 8時 45分から午後 5時 15分まで行っています。

泉大津市公式 facebook ページに「いいね！」お願いします。
（アカウント名：泉大津市役所）

地域の歴史を創った人たち(1)
茶人　藤林　宗源

今回から泉大津の歴史に残る人物を紹介します。第

１回目は茶人で石州流宗源派を創始した藤林宗源です。
宗源は、府中村（現和泉市府中町）の河合善右衛門の子
として生まれました。もとの名は「助之丞直良」。母は
宇多大津村（現高津町）に住む藤林定吉の娘で、その縁
から、宗源は定吉の長男である叔父・与兵衛快貞の養子
になりました。

快貞は大和郡山藩片桐家の家臣で、宗源も片桐石見守
貞昌（石州）に仕えました。貞昌は茶人として知られた
大名で、石州流茶道の創始者として知られています。宗
源は石州とともに桑山宗仙に師事し、茶の道を究めてい
きました。延宝8年（1680）には『宗源石州流茶書』
『本斎実記録』『秘事書』を、貞享4年（1687）には
『和泉草』という茶道書を著しました。
宗源が没したのは元禄8年（1695）3月8日です。石

州が眠る京都大徳寺の高林庵（現芳春院）に葬られまし
た。助松地区にある田中本陣には、宗源造営の庭、遺愛
の燈籠、宗源礼状軸といった、宗源ゆかりの文物が残さ
れています。

次回は「地域の歴史を創った人たち(2)」をお送りし
ます。
［問合］生涯学習課（市役所3階）

藤林宗源ゆかりの地「城の山」石碑　(高津町)

災害時などに、防災無線の内容が聞き取れなかった場合、
電話で放送内容を聞き直すことができます。

みんなでやろう、くんれんを！
（通話料無料）
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宇
　
多

穴
　
師

上
　
條

浜

戎

旭

楠

穴師

住 所 氏 名

住 所
事 項 委 員

主 任 児 童 委 員

氏 名

住 所 氏 名

地
区住 所 氏 名地

区
西港町4-20
西港町3-7
清水町4-18
清水町10-33
河原町5-25
河原町6-58
河原町12-19
汐見町5-12
上之町1-9
上之町3-6
戎町5-15
神明町3-12
東港町7-26
東港町5-18
高津町13-28
本町5-23
田中町5-29
若宮町9-12
式内町5-32
式内町9-11
旭町7-19
旭町12-4
旭町18-2-3401
東雲町2-3
昭和町5-43　
昭和町10-12
下条町15-8
虫取町1-8-18
虫取町1-17-6
我孫子2-3-32
板原町1-13-29
板原町3-18-4
楠町東1-21 
楠町東2-7 
我孫子7-1
穴田19

民生委員とは…
　厚生労働大臣から委嘱され、それぞれ
の地域住民の生活状態など地域の実態を
必要に応じて適切に把握し、相談に応じ、
必要な支援を行い、社会福祉の増進に努
める人。

児童委員とは…
　地域の子どもたちが元気に安心して暮
らせるように、子どもたちを見守り、子
育ての不安や妊娠中の心配ごとなどの相
談を受け、支援を行う人で、民生委員が
その職を兼ねる。

三平　惠一
中塚　邦明
藤原　眞佐代
建川　嗣光
大野　良子
山本　八重子
北條　輝美
今塩屋　幸江
畑村　千代美
吉田　通代
吉野　義信
上田　吉孝
釜野　智子
道正田　孝男
倉長　秀至
貫野　敏宏
塩津　良典
定永　憲一
古村　育ニ
下市　美津子
釜野　清美
平松　泰男
武輪　佳代
小橋　敦子
能 勢　勇
八尾　千賀子
泉谷　八重子
前田　惠美子
寺田　隆治
北原　和代
川﨑　宣 一
木戸　幹雄
中井　英子
久井　孝則
角野　一仁
藤井　靖彦

我孫子336
池浦町1-18-1
池浦町1-19-29
池浦町2-8-17
池浦町2-11-40
池浦町3-12-22
池浦町4-5-36
池浦町5-7-22
豊中町1-18-15
豊中町2-3-46
豊中町3-4-8
東豊中町2-2-16
東豊中町3-23-7
要池住宅9-907
要池住宅6-606
要池住宅6-901
要池住宅7-908
助松町1-6-17
助松町1-14-21
助松町2-4-15
助松町2-10-26
助松町3-3-16
助松町3-15-22
東助松町1-2-35
東助松町1-3-1
東助松町2-5-29
東助松町2-2-12
東助松町2-6-3
東助松町3-2-1
東助松町3-14-15
二田町1-6-15
二田町1-5-11
二田町2-6-12
二田町2-8-8
二田町3-5-15
二田町3-7-11

小門　利太郎
寺田　由紀子
伊藤　隆義
高 寺　壽
高寺　久夫
山 口　俊
野谷　信夫
中野　慶男
和田　一成
井出　三夫
辻川　旬子
藤野　嘉子
奥村　雅子
永尾　正保
上田　成子
莿木　澄代
大阪谷　澄子
濵野　富一
奥野　佐知子
山出　敏子
濵 田　寛
山上　晴美
田川　敏子
中野　玲子
山下　秋美
本田　ますみ
中野　末雄
中川　有二
寺前　悦子
斎藤　多惠子
細川　義子
髙橋　敏美
細川　千鶴子
守安　博美
藤原　寛己
村田　順子

池園町5-24
曽根町3-9-23
条南町7-18
東雲町14-43
宮町4-8
寿町11-8
北豊中町1-6-39
北豊中町2-4-1
助松団地2-40-401
助松団地2-41-102
助松団地2-49-303
助松団地3-36-305
助松団地3-37-203
助松団地3-38-201
千原町1-3-19
千原町2-6-5
千原町2-14-15
末広町1-6-7
森町1-2-12
森町2-11-46
森町2-21-2
曽根町1-5-5
曽根町2-12-32
曽根町3-4-20
松之浜町2-10-16
松之浜町2-18-14
松之浜町2-24-21
春日町8-16
春日町12-29
菅原町9-21
菅原町10-14
小松町9-12
なぎさ町1-15-1-904
なぎさ町1-15-2-801
なぎさ町1-15-4-808
なぎさ町2--4-507

濵本　いつみ
佐 貫　久
河合　孝治
深野　千壽子
宮崎　博子
浦西　敬子
橋本　紀子
髙石　佐和子
島　勝 美
馬場　タカ子
廣 崎　敏 子
田中　八十江
藤 井　益 子
竹 内　吉 文
村 田　嘉 行
岸 部　宏 子
樋 上　幸 子
林　吉 次 郎
磯　美 和
山 口　博 昭
竹 部　保 美
北 島　政 夫
西 川　勝 美
奥野　美津子
増 山　節 子
常 住　哲 也
八 木　庸 子
田 中　有 子
藤 原　勝
藤 内　旬 子
鈴 木　章 司
青 木　良 納
山 本　廣 美
山 口　朋 子
和 泉　芳 美
安 尾　和 子

豊中町3-2-35
本町4-14

重 信　尭
常住　隆雄

清水町1-3
式内町9-12
旭町12－2
東雲町5-50-6
豊中町2-12-17
東助松町3-7-12
曽根町3-1-7
曽根町1-2-16
松之浜町2-7-17

清家　省子
西野　益枝
奥　安 司
小川　理恵
櫻澤　幸子
栗延　さゆり
中田　知子
藤井　成俊
岡村　裕子

　平成28年 12月 1日付で全国一斉に民生委員・児童委
員が改選され、表の 119 人の皆さんが厚生労働大臣から
委嘱されました。
任期は、平成 28 年 12 月 1 日～平成 31 年 11 月 30 日
までの3年間です。委嘱された委員は、住民の立場に立っ
て相談を受け、必要な支援を行います。
　また、すべての民生委員は児童委員を兼ねており、子
どもに関する相談や支援も行います。

お気軽にご相談を…
　民生委員・児童委員は、担当地区で市民の皆さんの相
談に応じる、地域コミュニティにおける最も身近な相談
窓口でもあります。困ったことや心配ごと、暮らしに関
することなど、お気軽にご相談ください。相談内容など
の秘密は守ります。
問合　高齢介護課（市役所１階８番窓口）

民生委員･児童委員が決まりました
地 域 の 身 近 な 相 談 者・支 援 者 と し て …

泉大津市の民生委員・児童委員の皆さん

条
　
南

条
　
南

条
　
東

主任児童委員とは…児童に関す
ることを専門的に担当する人で
す。

事項委員とは…仏事や医療に関
する助言や援助を専門的に行う
人です。
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いさだく
域地の外区校
内区校学小戎

、は人たれた
学をきととひ
子。すまいて
びたのこ、が
まざまさでま

　

　

　　　 　

　
　

　

　

　

　

　

　

　 　

体るで を市が泉 を市が大 紹民ん大 紹団ば津 団ば津 体るで 紹
世

をを体体体団団民民民市市るるるばばんんんががでで津津大大泉泉泉
い広幅、で
シらか子親た
、りおてしと
場の流交たえ

子
様
る
す
露
披
を

　

　

　　　 　

　
　

　

　

　

　

　

　

　 　

ししますす介 す介 。介 。

）

すまましし介介紹紹紹

階３所役市（課習学涯生合問
く用利ごに軽気おぞうど、もんさ皆のいま住おに
校てしそ、んさ皆の者護保のまさ子おの前学就の

し楽に人の代世
ま代世ーバルシ
れ連を児歳１
的目をりくづ場
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何 使
化

使
文

に何

　

　
　

　

　

　　

　　

　

使
お

ざめ

な
みずい、ちまる薫化

、れわ使

　

　
　

　

　

　　

　　

　

れ
フ

アデイアりま集が業企と人：姿すざ

化文市津大泉「。つお

らめ埋ぜな

　

　
　

　

　

　　

　　

　

れれ
」

たか

ちまるれふあ気活とア

ムラーォフ

たれれ

　

　
　

　

　

　　

　　

　

採
に
省
科
多
つ
外
内

／供提真写（い多に目
例見発の所か１。土
見発大のりぶ年十数

　

　
　

　

　

　　

　　

　

淡
何

難し
化
し
識
さ
ら
て
れ
は
期
由
経
銅

使

）委教市じわあ南／
番４で国がわはてしと例
出個７鐸銅で島路淡！見

入。すま
明に々次
南、年昨
れ離里人
と路淡
使に何

　

　
　

　

　

　　

　　

　

銅た
し
考
の
濱
る
年
36
。
任
室
究
財
化

市市で

ととと
合問。援後鉄電海南。料無場入
まここ「。すまいてしにから明
淡、りかつ見個７で市市

か
じ

見
じ
中
わあ南

時生弥、りかつ見ら中か中中
雲

土たれ
弥、雲出出と

使 な、れわ使

　

　
　

　

　

　　

　　

　

管
報
立
国
学
文

先
日
開
時

）階４所役市（課報広書秘合
究研の新最。」鐸銅たっかわでま
当どな流交ぐなつを雲出と路淡
鐸銅るれば呼と器祭の謎の代時
交に代時生弥
れらめ埋ぜな

　

　
　

　

　

　　

　　

　

開
時
午
▽
研
財
む
込
１
●

れれた

しし話おを果成究
を況状会社の時当
一。）くたうど（鐸

流交
かたれ

　

　
　

　

　

　　

　　

　

作
製
、
様
文
や
態
形
、
れ
さ
択
採

業
事
成
助
費
究
研
学
科
の
連
関
省

文
。
査
調
く
し
詳
を
鐸
銅
の
く
多

持
の
人
個
、
学
大
や
館
物
博
の
外

　

　
　

　

　

　　

　　

　

国
て
っ
た
わ
に
年
長
、
は
氏
波
難

。
す
ま
い
て
れ
わ
い
と
た
し

変
に
」
鐸
銅
る
見
「
の
型
大
た
し

意
を
と
こ
る
れ
ら
飾
に
後
、
れ
さ

鳴
で
」）
つ
ぜ
（
舌
「
ら
か
側
内
て

わ
言
と
」
鐸
銅
く
聞
「
の
型
小
は

初
。
展
発
に
自
独
で
本
日
て
し
由

を
島
半
鮮
朝
が
鈴
の
国
中
は
鐸
銅

　

　
　

　

　

　　

　　

　

を
島
半
鮮
朝
が
鈴
の
国
中
は
鐸
銅
。
た

ま
し
賞
受
を
）
者
駆
先
の
学
古
考

国
が
わ
は
氏
田
濱
（
賞
陵
青
田
濱

れ
ら
贈
に
者
学
古
考
た
れ
優
、
年

和
昭
。
者
人
一
第
の
究
研
鐸
銅

歴
を
ど
な
長
部
整
調
画
企
、
長
室

研
一
第
古
考
、
り
移
に
所
究
研
財

　

　
　

　

　

　　

　　

　

文
良
奈
に
年
02
成
平
。
長
室
理
管

情
、
長
室
古
考
。
り
入
館
物
博
立

都
京
年
36
和
昭
て
経
を
手
助
部
学

。
了
修
院
学
大
学

大
都
京
、
れ
ま
生

市
路
姫
年
03
和
昭
人
０
０
５
着
先

当
▽

阪
大
ア
ピ
ス
ク
テ
▽）
場
開

　

　
　

　

　

　　

　　

　

当
▽

阪
大
ア
ピ
ス
ク
テ
▽）
場
開

１
後
午
（
分
03
時
３
〜
時
２
後
午

）
長
ー
タ
ン
セ
財
化
文
蔵
埋
所
究
研

化
文
良
奈
前
（
氏
三
洋
波
難
」
む

り
切
に
ぞ
な
の
鐸
銅
「
㈰
日
22
月
１

　

　
　

　

　

　　

　　

　

。
す
ま
い
て
し
や
燃

と
」
い
た
し
話
を
向
動
究
研

最
。
た
し
ま
き
て
っ
か
わ
ぶ

が
す
で
鐸
銅
る
れ
ば
呼
と
器

作業文持

　

　
　

　

　

　　

　　

　

は
ん
さ
波
難
。
た
し
ま
し

明
を
流
交
離
距
遠
ぐ
な
つ
を

路
淡
、
り
か
わ
が
と
こ
た
れ

か
型
鋳
じ
同
と
個
１
れ
ぞ
れ

遺
谷
神
荒
、
跡
遺
倉
岩
茂
加

島
は
個
２
た
し
土
出
。
い
し

研
査
調
の
）
鐸
銅
帆
松
（
個

た
っ
か
つ
見
で
市
じ
わ
あ
南

国 変意鳴わ初

　

　
　

　

　

　　

　　

　

た
っ
か
つ
見
で
市
じ
わ
あ
南

平
は
ん
さ
波
難
、
在
現

。
す
で
の
た
め
と
ま
と
だ

示
を
程
過
く
い
て
れ
ら
く
つ

合
連
、
れ
流
の
合
統
治
政
は

た
し
ま
め
止
き
突
を
と
こ
る

集
に
」
鐸鐸
銅
る
見
「
の
統
系

方
地
岡
静
・
知
愛
の
在
現
＝

ま国れ和歴研

　

　
　

　

　

　　

　　

　

河
三
（」
式
遠
三
「
と
」
式
畿

い
次
、
れ
さ
合
統
に
統
系
５

に
期
後
生
弥
、
は
）
鐸
銅
く

た
っ
あ
上
以
統
系
01
に
方
地

畿
近
、
内
戸
瀬
、
ろ
ご
期
中

弥
。
た
し
ま
れ
さ
目
注
、
し

明
を
り
ま
と
ま
な
的
治
政
の

弥
ら
か
遷
変
の
鐸
銅
に
特

文情都 大市 当

　

　
　

　

　

　　

　　

　

弥
ら
か
遷
変
の
鐸
銅
に
特

ま
い
て
っ
立
役
て
し
と
献
文

究
研
鐸
銅
、
在
現
。
表
発
を

土
出
鐸
銅
「、
年
91
成
平
て

を
タ
ー
デ
な
大
膨
ど
な
法
技

当１ 化り

　

　
　

　

　

　　

　　

　

を

施

欲
意
と

の
線
前
最

い
だ
、
が

に）8291（
住家野海旧

海旧
　

　
　

　

　

　　

　　

　

祭

た

の
謎
「

に
か
ら
明

雲
出
と
路

ら
作
ら
か

そ
の
跡
遺

の
県
根
島

忙
で
究
研

７
鐸
銅
た

れらて建し計設がら自主
住海臨の松助市津大泉、は宅住

宅住家野海
　

　
　

　

　

　　

　　

　

７

屋

鐸
銅
た

、
年
72
成

の
も
す
示

が
家
国
合

れ
そ
。
た

れ
さ
約
集

２
の
）
方

回今すまいてれらえ伝とた
。すで宅住人個つ建に地宅住

宅 化文録登国が
　

　
　

　

　

　　

　　

　

江

３

遠
・
河

近
「
で
い

と
る
な
に

聞
（鐸
銅

海
東
、
畿

代
時
生
弥

に
か
ら
明

代
時
生
弥

の地敷屋
年３和昭

まれさ申答に財化
　

　
　

　

　

　　

　　

　

代

た

時
生
弥
。
す

読
必
の
究

」
表表
名
地

め
と
ま
を

しま
　

　
　

　

　

　　

　　

　

部細。すまい
階２方一。す
褐黒、し配を
ュシッニパス
造木は屋主
塀・屋主（棟
施に）8291（

し
美

線
曲
→

　

　
　

　

　

　　

　　

　

本、たれさら凝が夫工でまに部
たっ凝、し配を敷座や室茶は階
に的比対を喰漆白と部木の色褐
。すまいてれらめとまで式様ュ
い白は観外、で造妻切建階2造
化文形有録登国が)泉水噴・塀
たれらて建、し計設がら自主

厚
重
→

　

　
　

　

　

　　

　　

　

。すで館洋西な的格本
特を室和各が間欄のンイザデた
とまで式様ーダーュチたい用に
な斎書や間接応に階１は部内
を窓チーア、き葺を瓦赤に壁い
まりなにとこるれさ録登に財化
屋回今。すまいてれらえ伝とた

の
式

厚
重
→

　

　
　

　

　

　　

　　

　

てけづ徴特
まいてめと
室洋のどな
たし用多を
。たしま
３の地敷屋

　

　
　

　

　

　　

　　

　

　

　
　

　

　

　　

　　

　

」
水
噴
「
い
し

が
化
変
の
線
直
と
線

　

　
　

　

　

　　

　　

　

様
ダ

チ
な
厚

　

　
　

　

　

　　

　　

　

」
間
接
応
「
の

様
ー
ダ
ー
ュ
チ
な
厚

　

　
　

　

　

　　

　　

　

　

　
　

　

　

　　

　　

　

ひと
が
国
の
労
働
環
境
は
、

バ
ブ
ル
崩
壊
や
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
不

況
を
経
て
、
ま
た
近
年
の
経
済
の

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
ん
だ
こ
と
も

要
因
と
な
り
非
常
に
厳
し
い
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
報
道
に
お
い
て
も
、
増
加
し
た

非
正
規
雇
用
者
の
不
安
定
な
生
活

実
態
や
、
ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ
ト
問
題
、

従
業
員
一
人
ひ
と
り
に
求
め
ら
れ

る
成
果
が
過
大
に
な
っ
た
こ
と
に

よ
る
長
時
間
残
業
や
メ
ン
タ
ル
の

不
調
、
過
労
死
な
ど
度
々
報
じ
ら

れ
て
き
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
効
率
よ
く
仕
事
を
こ

な
す
こ
と
や
、
無
駄
な
く
目
の
前

の
課
題
を
片
付
け
て
い
く
こ
と
ば

か
り
が
勤
め
先
で
要
求
さ
れ
る
風

潮
に
あ
り
、
多
く
の
人
は
、
余
裕

の
持
て
な
い
厳
し
い
状
況
下
で

日
々
の
仕
事
を
こ
な
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
は
、
家
庭
や
教
育
の
問

題
、
健
康
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
背
景

を
抱
え
て
い
る
理
由
か
ら
就
職
活

動
が
う
ま
く
い
か
な
い
、
勤
め
先

の
要
求
す
る
業
務
に
つ
い
て
い
け

な
い
な
ど
の
理
由
で
、
ニ
ー
ト
や

ひ
き
こ
も
り
と
な
り
、
再
び
仕
事

に
就
く
自
信
を
持
て
ず
、
社
会
的

に
孤
立
し
た
状
態
と
な
っ
て
い
る

人
達
も
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　

　
確
か
に
、
現
在
の
労
働
環
境
で

は
働
き
続
け
て
収
入
を
得
て
い
く

こ
と
は
大
変
な
こ
と
で
す
。
し
か

し
、
普
段
あ
ま
り
意
識
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
働
く
と
い
う

こ
と
は
単
に
収
入
を
得
る
だ
け
で

な
く
、
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い

ま
す
。

　
そ
れ
は
、
働
く
す
べ
て
の
人
が

目
標
や
希
望
、
将
来
展
望
を
持
っ

て
自
己
実
現（
や
り
が
い
、達
成
感
、

創
造
）
を
果
た
す
こ
と
や
、
人
や

社
会
と
の
つ
な
が
り
を
作
る
こ
と

に
よ
っ
て
皆
で
社
会
を
支
え
て
い

く
こ
と
で
す
。

　
近
年
、
全
国
的
に
徐
々
に
で
は

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
仕
事
に

就
く
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
社
会

的
に
孤
立
し
て
し
ま
っ
た
人
々
に

対
し
て
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
や
生
活
の
規
律
、
仕
事
に

つ
い
て
の
目
的
意
識
の
形
成
、
自

尊
感
情
や
自
己
有
用
感
を
回
復
し

て
い
く
段
階
か
ら
の
支
援
活
動
が

始
ま
っ
て
お
り
、
再
び
社
会
に
出

て
自
己
実
現
を
果
た
す
た
め
の
機

会
が
作
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
一
方
で
は
、
企
業
側
も
社

会
貢
献
と
し
て
そ
れ
ら
就
職
困
難

者
の
就
労
体
験
や
一
般
就
労
に
向

け
た
就
労
訓
練
の
受
け
入
れ
も
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
働
く
こ
と
を
通

し
て
社
会
全
体
で
、
社
会
の
中
か

ら
排
除
す
る
者
を
つ
く
ら
な
い
、

全
て
の
人
々
に
活
躍
の
機
会
を

作
っ
て
い
く
考
え
方
が
生
ま
れ
て

き
て
い
ま
す
。

就
職
す
る
こ
と
・
働
い
て

い
く
こ
と

コラムのページ columns stand

人
間
が
人
間
ら
し
く
生
き
る
た
め
に
、
す
べ
て
の
人
が
等
し
く
持
っ
て
い
る

権
利
、「
人
権
」
に
つ
い
て
考
え
る
コ
ラ
ム
で
す
。

考
え
よ
う
・
人
権

我

新着本や、図書館からのお知らせを掲載します。
図書館だより

● リーダーの本棚（日本経済新聞社　編）
　本棚を見ればその人がわかる。日本をリードす
るリーダーたちが、「座右の書」やこれまでの読書
遍歴、本にまつわる思い出を語る。『日本経済新聞』
読書面の連載から 50人のエピソードを単行本化。
●はじまりは大阪にあり！（井上　理津子　著 )
　回転寿司、ビヤガーデン、霊柩車、電卓、動く
看板、カプセルホテル、レトルト食品…。あれも
これもみんな、大阪からはじまった ! それらが生
まれた「発想」「開発ドラマ」「開発当時の大阪世
相のユニークさ」などを紹介する。
●ぐるぐるの図書館　（高学年）（工藤　純子　ほか著）
　不思議な司書から、不思議な本と出会うきっかけ
を渡された小学 5 年生の子どもたちは、それぞれの
ラビリンスに迷い込み…。児童文学のフロントラン

ナー5人によるリレー小説。スペシャル座談会も収録。
●ざんねんないきもの事典　（中・高学年）（今泉
　忠明　監修）
　「クジャクの羽は長すぎてじゃま」「サイの角はた
だのいぼ」「イルカは眠るとおぼれる」…。進化の
結果、なぜかちょっと残念な感じになってしまった
生き物たちを、楽しいイラストとともに紹介する。
●エマのたび（C・フロッサール　文・絵）
　すずめのエマは、ニューヨークの大きな公園、
セントラルパークに住んでいます。フランスのパ
リに親戚がいることをきいたエマは、パリへ旅立
つことを決心し…。写真と絵があわさった絵本。
●かまくらレストラン（真珠　まりこ　さく・え）
　ここはおばあさんのかまくらレストラン。雪の降る、
冬の間だけ開いています。おばあさんのおしるこを食
べると、心も体もぽっかぽかになります。詩情豊かな
文章と、きれいな色彩の絵で表現された物語絵本。

新 し く 入った本New Books

We       books!

● 開館時間 → 午前 9時 30 分～午後 7時
　（土・日曜日、休日は午後 5時まで）

● 問合 → ☎３２・０５６２

 日 月 火 水 木 金 土

…

休
館
日

１
月
の
カ
レ
ン
ダ
ー

 1 2 3 4 5 6 7
　8 9 10 11 12 13 14
 15 16 17 18 19 20 21
 22 23 24 25 26 　27  28
  29   30  31

● 映画会
〔日時〕2 月 4 日㈯　午後 2 時
～（115 分）「チャーリーとチョ
コレート工場」　　
● おはなし会
〔日時〕1 月 21 日㈯　毎月第 3
土曜日の午後 3時～
● 赤ちゃんのためのおはなし
会
〔日時〕2 月 2 日㈭　午前 11
時～( 約 30 分 )　毎月第 1 木
曜日の午前 11 時～

イベント情報Events
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の話題まち Izumiotsu  Town  Topics

saycheese!!

泉大津で起こったさま
ざまなできごとやイベ
ントを、写真とともに
お届けします。­

11月13日、泉北環境整備施設組合で泉北環境クリ
ーンフェスティバルが開催され、にぎわいました。
「～再使用　再生利用　そうしよう～」をテーマに、
ごみ減量や環境問題について身近に感じることができ
るイベントが行われ、熊本地震による被災地の支援と
して、復興プロジェクトも行われました。また、泉北
環境整備施設組合のマスコットキャラクター「とろす
け」（写真：右端）のお披露目が行われました。

第10回泉北環境クリーンフェスティバル
本地震の被災地を支援熊

散策泉大津　文化の秋を楽しむ
院の文化財を見学寺

11月20日、市内の文化財をめぐる文化財公開展が行われまし
た。泉大津市文化財保護委員の解説を聞きながら、南溟寺、緑照
寺、安楽寺を順にめぐり、各寺の文化財を見学しました。普段は
非公開の文化財を見学できるめったにない機会ということもあ
り、多くの市民が参加し、文化の秋を楽しんでいました。

旭校区まちづくり協議会の設立に向け
域をもっと元気にするために地

市民が主体となって元気で明るい住みよい旭校区をつく
るため、自治会をはじめ旭校区で活動している福祉、防
災、防犯の団体、PTA、学校、企業、公募市民など、計17
人からなる検討会が立ち上がり、11月25日に東雲町自治会
館で初会合が開催されました。今後約1年間かけて協議会の
あり方を検討し、素案としてまとめる予定です。

11月12日、記念すべき10回目を迎えた泉大津市自治会
連合会主催「ふれあいパークゴルフ大会」が開催されまし
た。大会には市内44自治会から約240人が参加し、18ホー
ル全長1,000mのコースを回りながら親睦を深めました。
11月25日には市民会館にて表彰式が行われ、成績優秀者な
どが表彰されました。

地域住民の新たな交流拠点が完成
町自治会館が新設されました本

本町自治会は、新たに自治会館を建設しました。11月13
日には落成式が行われ、来賓、近隣住民ら70人が出席し、
交流拠点の完成を祝いました。同館は、2階建てで1、2階に
地域住民が集えるスペースを確保しており、今後地域コミュ
ニティ形成の場としてさまざまな用途に活用されます。
（本事業費の一部として（一財）自治総合センターの宝くじ助成金が活用
されています）

第10回泉大津ふれあいパークゴルフ大会
イスショットのオンパレードナ

平成28年度泉大津市文化祭
術の秋をみんなで満喫芸

11月26日～12月4日、泉大津市文化祭がテクスピ
ア大阪において行われました。11月26日には、子ど
ものためのアートフェスティバルとして「ごかんの
おまつり」が開催され、物作りや音楽を楽しみまし
た。また、12月2～4日には泉大津市展が行われ、洋
画54点、日本画17点、書17点、写真40点、陶芸53
点、その他58点の計213点を展示しました。そのほ
かにも市民音楽祭や学童展などさまざまなイベント
が開催され、泉大津の文化活動がぎゅっと詰まった
にぎやかな祭典になりました。

市長賞…小柴正（洋画）、教育長賞･･･阿部浩子（洋画）、
藤井祺堂（日本画）、山村仁琴（書）、酒井南美江（写真）、三宅育男（陶芸）

市展入賞者の皆さん（敬称略）

市内の各幼稚園・保育所・認定こども園ではおもちつきを行
いました。12月9日、穴師幼稚園で実施され、PTAや地域の皆
さんのサポートのもと、園児たちは杵を握り、みんなで大きな
かけ声をかけながら力いっぱいおもちをつきました。

市内幼稚園・保育所・認定こども園でおもちつき
いしょ、よいしょとおもちつきよ

11月4～6日に開催された桃山祭に、泉大津の文化財をPRするブー
スを出展しました。現在、桃山学院大学と本市は包括的連携協定を結
んでおり、大学の知見を地域に還元する活動を行っています。桃山祭
では、子どもたちに遊びを通じて本市の歴史を知ってもらう取り組み
「チルドレンズミュージアム　いずみおおつであそぼう」を中心に、
活動をパネルで展示しました。楽しく遊びながら学ぶ取り組みは、子
どもはもちろん大人にも好評でした。

桃山学院大学の学園祭におづみん登場！
ずみおおつのPRブースを出展い

このたび、センコー株式会社より、市内の交差点な
どの交通安全対策にと、交通安全啓発看板の寄贈があ
りました。
このご厚意に感謝の意を表し、12月2日に市役所市

長応接室にて、感謝状と記念品の贈呈を行いました。

センコー㈱へ感謝状を贈呈
の交通安全のために街

市展の様子 ごかんのおまつりの様子



子育てしやすいまち泉大津子育てしやすいまち泉大津

子育て応援ひろば
子育てに役立つ情報を掲載しています。

こども未来課からのお知らせ

みんなで輪になって子育て
いずみおおつファミリー・サポート・センター会員募集！

★いずみおおつファミリー・サポート・センターとは　
　子育てを援助してほしい人（依頼会員）と、子育ての
援助を行いたい人（提供会員）からなる地域で子育てを
相互援助する会員組織です。
　現在、保育施設や習い事への送迎、学童保育終了後の
預かりなど、さまざまな子育て支援を行っています。
★会員の種類　
○依頼会員（子育ての援助を受けたい人）
　原則として、市内在住で生後３か月以上小学校 6 年
生までの子どもをお持ちの人。
○提供会員（子育ての援助を行いたい人）
　市内および市に隣接する市・町に在住し、自宅で子ど
もを預かれる人で、心身ともに健康な 65 歳ぐらいまで
の人。なお資格・性別は問いません。
○両方会員（依頼会員と提供会員を兼ねる人）
　なお、会員登録には、センターの実施する講習会を受
講していただく必要があります。
★利用料金　 1 時間 700 円（事故に備え、会員は補償
保険に加入しています）

場所　総合福祉センター　（東雲町9-15　市役所北隣）
申込　１月25日㈬（土・日曜日、祝日を除く）までに、
いずみおおつファミリー･サポート･センター（総合福祉
センター内）へ（電話申し込み可）
　なお、「提供会員」および「両方会員」の講習については、
受講者が10人未満の場合は中止とします。
　講習中のお子さんについては、一時保育を行います。
希望者は事前にお申し込みください。
問合　いずみおおつファミリー・サポート・センター（☎
22・4152、月～金曜日の午前９時～午後５時）

■第 32回講習会受講生募集 !!（受講料無料）
日程（曜日）

●2月2日㈭
午前9時30分～正午

提供会員
両方会員

緊急時の対応と処置

●2月1日㈬
午前9時30分～11時30分

●１月30㈪
午前10時～正午
●１月31日㈫
午前9時30分～11時30分

●1月29日㈰
午前9時30分～11時30分

会員名
依頼会員
提供会員
両方会員
提供会員
両方会員
提供会員
両方会員
提供会員
両方会員

内　容

子どもの虐待について
子どもの発達と心理

ファミリー・サポート・セ
ンターのしくみについて

栄養について。事故予防と子
どもの病気について

保育のあり方
遊び方について

こんなサポートをしていただいています！

★提供会員Cさんの声　「子どもたちの笑顔のために・・・」
　私も最初は両方会員でしたが、自身の子ども達が成長し今は提供会員になっています。何人も私のところから卒
サポされた子どもさんがいます。それぞれの顔が違う様に性格も違います。臨機応変に対応し、無理強いせず接す
る様にしていますが危ない事などしていると注意します。教わる事も多く勉強になります。私もまだまだ子育て中
ですがファミサポ活動を通して少しでもそれぞれの保護者の方の手助けになればと思っています。最後に、子ども
の笑顔は最高です !!

★依頼会員Aさんの声　「サポートに感謝です！」
　我が家は夫婦共働き。近所に頼れる親族はおらず、普段は学校のなかよ
しを利用。ファミサポさんには「子供をなかよしにお迎え→習い事の教室
への送り届け」をお願いしています。地域の皆様のサポートに感謝しなが
らがんばっていきたいと思います。

　初めて赤ちゃんを出産された母親のためのプログラ
ムです。子育ての仲間をつくり、親子の絆を深め、子
育ての知識を学んでいきます。大切な 0 歳時期に必
要なことを、みんなで一緒に学びませんか？　
日時　1月16日・23日・30日・2月6日　毎週月曜日、
４回連続　各日とも午後1時30分～3時30分
場所　地域子育て支援センター子育て支援ルーム
（かみじょう認定こども園内）　駐車場は数台分利用可。
対象　市内在住で初めて子育てする母親と子ども
（1月16日の時点で月齢が2～5か月）　
定員　15組　　参加費　864円（テキスト代）

内容　赤ちゃんとのふれあいや、少し先を見通した子
育ての知識を学んだり、参加者同士で子育ての喜びや
困りごと、親としての迷いなどを話し合ったりします。
テーマ　▷１回目「新しい出会い」　▷２回目「赤ちゃ
んのいる生活」　▷３回目「赤ちゃんとの接し方」　　
▷４回目「親になること」
持物　バスタオル・着替え・オムツ・ミルク（必要時）
その他必要な物（お茶など）
申込・問合　12 月 14 日㈬から　月～金曜日の午後
1時～4時に電話でお申し込みください。
地域子育て支援センター（☎23・0012）へ

パパ！いっしょにあそぼう
　子育て中のお父さんが子どもさんと一緒に来て、
親子で自由に遊べます。おもちゃや絵本などがあり、ゆったり
過ごせるお部屋で、親子で楽しく遊びませんか？手作りおも
ちゃも作ります。男性スタッフもいます。
日時　1月21日㈯　午前9時30分～正午
場所　地域子育て支援センター 子育て支援ルーム（かみじょう
認定こども園内2階）
対象　市内在住の0歳～就学前の子どもと父親（夫婦参加も可）
定員　20組　　持物　お茶など各自必要な物
申込　不要（当日直接会場へ）

地域子育て支援センターからのお知らせ

「赤ちゃんがきた！」（愛称 BP) 申込受付中！
～はじめて子育てするママのためのプログラム～

地域子育て支援センターからのお知らせ地域子育て支援センターからのお知らせ地域子育て支援センターからのお知らせ (☎23・0012)

親子でゆったり遊び、子育て仲間の輪を広げませんか。終わりの会の集いでは、絵本の読み聞かせや、わ
らべうたあそびなどを、親子一緒に楽しみます。　

赤ちゃんと出かけてみませんか？

おやこ広場 たんぽっぽ おひさま広場（園庭で外遊び） 赤ちゃんルーム
対象　0～就学前対象　　
時間　毎週金曜日　午前9時30分
～午後0時30分、　
毎週土曜日　午後1時～3時

対象　1歳未満児対象　　
毎週月曜日（9月7日・14日・28日）
午前9時 30分～午後0時 30分、
午後1時～3時

対象　0～就学前対象　　
時間　毎週金曜日　午前9時30分
～午後0時30分、　
毎週土曜日　午後1時～3時

対象　1歳未満児対象　　
毎週月曜日（9月7日・14日・28日）
午前9時 30分～午後0時 30分、
午後1時～3時

対象　0～就学前対象　　
時間　毎週金曜日　午前9時30分
～午後0時30分、　
毎週土曜日　午後1時～3時

対象　1歳未満児対象　　
毎週月曜日（9月7日・14日・28日）
午前9時 30分～午後0時 30分、
午後1時～3時

対象　就学前まで　　
時間　▷火～木曜日…午前 9 時 30
分～午後 0 時 30 分、午後 1 時～ 3
時　▷金曜日…午後 1～ 3 時　▷土
曜日…午前９時 30 分～午後０時 30
分　

対象　就学前まで
時間　▷金曜日…午前 9 時 30 分～
午後 0 時 30 分　▷土曜日…午後 1
時～3時

対象　1歳未満　　
時間　毎週月曜日　午前９時 30
分～午後 0 時 30 分、午後１時～
３時※雨天中止 ※1 月 9 日㈷はお休みです。

兄姉の同伴はご遠慮ください。

※1月 5日㈭まで年始およびメンテナンスのためおやこ広場はお休みです。
※13 日㈮午後はスタッフ研修のため、21 日㈯午前は「パパいっしょにあそぼう」
開催のためお休みです。

い
ず
みお

おつ
健康チャレンジ計

画

対象事業

健康チャレンジ計画

健康チャレンジ計画

い
ず
みお

おつ
健康チャレンジ計
画

対象事業

健康チャレンジ計画

健康チャレンジ計画

い
ず
みお

おつ
健康チャレンジ計

画

対象事業

健康チャレンジ計画

健康チャレンジ計画

歯磨きを嫌がる、かみ合わせが気になる、歯の磨き方は？など、悩みや相談に応じます。

日時　1月25日 ㈬ 午前11時～正午　
場所　地域子育て支援センター　おやこ広場「たんぽっ
ぽ」　（かみじょう認定こども園内）

対象　市内在住の０歳～就学前の子どもと保護者　　
たんぽっぽ利用の親子で相談希望者先着10組　
申込　不要（当日直接たんぽっぽへ）

歯科衛生士さんの 歯科相談 （虫歯の健診ではありません。）

16 日、23 日、30 日は午前のみ開催です。
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予防接種

発達相談

たまごクラス（両親学級）

※今月都合が悪い場合、来月でも可（予約不要）2月7日㈫
午後0時45分・1時30分受付
2月7日㈫
午後2時30分～3時受付

2月7日㈫
午後2時30分～4時

1月18日㈬　2月6日㈪
午前10時30分～11時30分
※2月6日㈪
午前10時～10時30分

就学前の乳幼児

Ｈ28年6月生

1月18日㈬　
午後2時30分～4時

1～8か月未満
の親子

1～3歳の親子

7か月～1歳未満
の親子

場　所　保健センター

場　所　保健センター

2月7日㈫
午後1時30分～3時30分就学前の乳幼児

Ｈ28年8月生1月23日㈪

7か月児相談
乳幼児育児相談会
（身体計測・相談）

1・2・3のみんなの広場
(親子同士の交流・相談)

赤ちゃん広場
(親子同士の交流・相談)

※タッチケア
(赤ちゃんマッサージ)

ぴよぴよくらぶ
(親子同士の交流・相談)

ほっと一息まんま・食のサロン
（食に関する相談・アドバイス）

受付時間対　　象日　　程

日　　時対　　象相  談  名

子育てを中心とした、さまざまな相談や健康診査などを実施しています。

各種相談・健診の日程

ベビーCooking（離乳食講習会）
育児相談

H28年8月21日～9月10日生

9か月～1歳未満

Ｈ25年6月生

 1月12日㈭

H28年9月11日～9月30日生  1月25日㈬

1月18日㈬

場　所　保健センター　　受付時間　個別に通知します。

1月11日㈬
2月9日㈭

指定医療機関でお受けください
受診票は4か月児健診時配布乳児後期健診

3歳6か月児健診

4か月児健診

1歳6か月児健診

日　　程健  診  名

乳幼児健診
対　　象

H27年6月 11 日～6月30日生
H27年7月　1 日～7月20日生

1月26日㈭
1月24日㈫

Ｈ27年1月生
Ｈ26年7月生

※2歳６か月児のみ育児相談会も行います。
場　所　保健センター　　
持　物　歯ブラシ・母子健康手帳・お茶・問診票（記入して）　
※今月都合の悪い場合は来月でも可（予約不要）

1月17日㈫Ｈ26年1月生

2歳児
2歳6か月児※

対　　象

3歳児

よい歯を育てる会（歯科健診）
受付時間日　程

午後0時50分～1時20分
午後0時45分・１時15分
午後0時50分～1時20分

午後１時30分～3時
（午後1時15分から受付開始）

1月12日㈭　1月25日㈬
午前・午後

母乳育児を希望する
女性とその家族母乳育児相談

［受付］　▷土曜日…午後 5 時～ 10 時　▷日曜日・祝日、年末年始
（12月 29日～ 1月 3日）…午前9時～午後10時
※正午～午後1時と午後4時～ 5時は受け付け不可
　なお、休日の救急診療は市消防本部（☎21・0119）へ。

■ ヒブ・小児用肺炎球菌・Ｂ型肝炎・四種混合・MR（麻しん風
しん混合ワクチン）・水痘・日本脳炎・不活化ポリオ・二種混合・
子宮頸がん予防ワクチン
　市内指定医療機関で個別接種。広報いずみおおつ４月号「平
成28年度　母子保健予定表（保存版）」をご覧ください。
※Ｂ型肝炎ワクチンの対象者は、平成 28年 4月 1日以降に生ま
れた満 1 歳未満の市民の人です。実施医療機関はホームページ
をご覧ください。
※子宮頸がん予防接種は、平成 25 年 6 月 14 日から、積極的な
接種勧奨を一時中止しています。
■ BCG予防接種
実施日　1月 16日㈪、1月 27日㈮
受付時間　午後１時15分～ 2時 30分
場所　保健センター
対象　生後3か月～1歳未満（標準的な接種期間は生後5～8か月）
　当日は体温を測定し、母子健康手帳と予診票をお持ちくださ
い。予診票は子ども医療証の手続きの際などにお渡しした「予
防接種と子どもの健康」冊子に挟んでいます。母子健康手帳を
お忘れの場合は接種することができません。また、予防接種を
受ける際は、必ず接種後の副反応について理解したうえで、接
種するようにしてください。

1・2月コース受け付け中。お子さん連れの参加はご遠慮ください。

　発達相談員が個別に相談をお受けします（予約制）。

（岸和田市荒木町 1-1-51　☎072・443・5940）

保健センターからのお知らせ (☎33・8181)

泉州北部小児初期救急広域センター
15 歳未満の子どもが休日に病気になったら…

　3月1日㈬　午後1時30分～4時
　　　　（予約制　1人30分）

　

　

場　所　保健センター　　予　約　保健センターまで　

場　　所相  談  名

ことば（発音や吃音など）・のみこみ・きこえの相談
日　　時 対　　象

本市在住の
乳幼児とその保護者
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日時　2 月 11 日、25 日、3 月 11 日、
18 日　計 4 回　いずれも土曜日　午後 1
時30分～3時
場所　総合体育館
対象　市内小学3～4年生
定員　40人
受講料　400円（別途保険料）
申込　往復はがきに「子どもバドミン
トン教室」と明記し、①受講者氏名（ふ
りがな）、②性別、③学年、④電話番号を
記入のうえ、1月25日㈬（必着）までに、
〒595－0013　宮町 2－50 総合体育
館へ　※返信用はがきにも住所・氏名
を記入のこと。なお、はがき 1 枚に対
して1人の申し込みです（1人1枚限り）

目指せ！健康美男女～メリハリボディ～
　日常生活の中で運動不足と感じる人、
お仕事などで体を動かす機会の少ない
人、ダンスに興味のある人集まれ！！
（初心者大歓迎）３日間、いろいろなエ
クササイズでリフレッシュしながら　
健康美男女を目指しませんか？
日程・内容　①2月1日㈬　フラダンス、
②2月8日㈬　初心者向けエアロビクス、
③2月15日㈬　美骨ヨガ

時間　午前10時～11時30分
場所　総合体育館
対象　市内在住・在勤・在学の 18 歳
以上の男女（高校生を除く）
定員　30人
受講料　600円（全３回）
申込　１月 12日㈭午前 10時から総合
体育館窓口で受付。※なお、定員になり
次第締め切りますので、受講料を持参
のうえ申し込みください。
（1 月 16 日、23 日、30 日は休館日と
なりますのでご注意ください。）

　皆さんのご観戦、応援をお待ちしています。
日時　1月29日㈰　午前9時20分開会
場所　総合体育館

　総合体育館では、土曜日の午前中に
小中学生とその保護者を対象に無料開
放を行っています。卓球やバドミント
ンなどができます。道具の貸出しはあ
りません。なお、混雑時は制限させて
いただく場合があります。
1 月の無料開放日　1 月 14 日㈯、28
日㈯　午前9時～正午
持物　運動できる服装と上靴

　トレーニング室を利用するには講習
会の受講が必要です。
対象　15 歳以上の人（中学生は不可。
高校生は申し込み時に年齢を証明でき
るものを提示）
定員　6人
講習日の持物　250円（許可証を発行）・
縦 3cm× 横 2cm の顔写真・上靴・運
動のできる服装
申込　1 月 22 日㈰ 午前 10 時から総
合体育館へ（電話不可） ※1 月分の講習
会の日程はお問い合わせください。

　護身術にもなる少林寺拳法を私たちと
一緒に体験しませんか？　老若男女は問
いません。詳しくは道場で説明します。
練習日時　毎週水・土曜日の午後 7 時
～9時　　場所　南公民館
問合　南公民館（☎33・1764）、指導
者（☎090・4497・6167)

エンジョイ！
スポーツに関する募集やイベントなどのお知らせです。 (問合 ) 総合体育館＝☎33・1200

少林寺拳法
スポーツ少年団員募集

日　　時
4 日㈯
9日㈭
19日㈰
23日㈭

午前 10時～
午後 3時～
午前 10時～
午後 3時～

7日㈫
17日㈮
21日㈫
28日㈫

午後 7時～
午後 7時～
午後 7時～
午前 10時～

利用講習会 2 月分日程表

３day 教室〈3 期〉
受講者募集！！

子どもバドミントン
短期教室受講者募集

1 月 14 日㈯、28 日㈯
体育館無料開放！

トレーニング室
利用講習会（2月分）

第31回カップルバレー
ボール大会

関西国際空港からのフライトがますます充実！
　関西国際空港からの国際線、国内線ネットワークが拡大中です。ニュージーランド航空（NZ）が、2016年 11月 4
日㈮から 2017年 3月 26日㈰までの間、季節運航として、関西＝オークランド線の直行便が週 3便運航しています。
ニュージーランド航空は、関西空港とニュージーランドを直行便で結ぶ唯一の航空会社です。また、バニラエア（JW）が、
2017年2月18日㈯より関西＝成田線を毎日2便、2017年3月18日㈯より関西＝函館線を毎日1 便新規就航します。
国内の LCCとして、初めての函館就航となります。この冬のご出張、ご旅行は、ぜひ便利な関西国際空港をご利用くだ
さい。

関 空 ニ ュ ー ス
ホームページ　http://www.kansai-airport.or.jp/

関 空 ニ ュ ー ス
ホームページ　http://www.kansai-airport.or.jp/
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●泉大津市消防本部　☎21・0119
●泉州北部小児初期救急広域センター　☎072・443・5940
●和泉保健所　☎41・1342
●救急安心センターおおさか　☎＃7119 または 06・6582・7119 

救急、急病などいざというときの連絡先

医師、歯科医師、薬剤師
の免許の所有者

保健師、助産師、看護師、
准看護師、歯科衛生士、
歯科技工士で業務に従事
されている人

最寄りの保健所

主な従事先を
管轄する保健所

該当する人 届出先

！！健康
大
作
戦

知ってトクする 元気になれる　知ってトクする 元気になれる　

ップアップ
旬の食材を食べよう！
「ブリの南蛮漬け」

　ブリは漢字で「鰤」と書きますが、これはブリが「師
走になると脂がのって美味しくなる魚だから」とする説
があるくらい、この時季のブリは脂がのって美味しいで
すね。今月はこのブリを使ったレシピをご紹介します。

■ブリは栄養が豊富！
　ブリは青魚のなかでも、DHA（ドコサヘキサエン酸）・
EPA（エイコサペンタエン酸）が特に多く含まれています。
DHAやEPAには血管をしなやかにする効果や記憶力や学
習能力に対する効果があることから、子どもからお年寄
りまでおすすめの魚です。その他にも鉄分（貧血予防）
やビタミン E（老化防止）、タウリン（疲労回復）なども
含まれており、小骨も少なく食べやすい優秀食材です。
■ブリの南蛮漬け
　お刺身でも美味しくいただけるブリですが、お野菜も
一緒にとれるように南蛮漬けをご紹介します。今回はブ
リしゃぶ用を使っていますが、普通のブリの切り身の場
合は一口大に切って調理してください。玉ねぎと人参を
さっと湯通ししておくと、漬け込み時間が半分程度です
みますよ。 問合　保険年金課（市役所１階6番窓口）

コラム

材料（4人分） 作り方
・ブリ（しゃぶしゃぶ用）12～
16切
・玉ねぎ　　　中1/2個
・人参　　　　中1/3本
・ピーマン　　　1個
・水菜　　　　　1/3束
（漬け込み液）
　ポン酢　　　大さじ5
　砂糖　　　　大さじ3
　粉末だし　　小さじ1/2

①水菜は洗って 3㎝幅程度に切り、他の野
　菜は全てうす切りにする。
②漬け込み液の材料を全て混ぜ合わせ、そ
　こに玉ねぎ・人参・ピーマンを漬ける。
③ブリをビニール袋に入れて、そこに小麦
　粉（分量外）を加えて小麦粉がまんべん
　なく付くように袋を振る。
④余分な粉をはたき、サラダ油をひいたフ
　ライパンでブリをこんがりと焼く。
⑤焼いたブリを②に1時間ほど漬け込んで
　最後に水菜を加えて出来上がり。

日程　1月 20日㈮、2月 3日㈮
時間　午後1時 30分～ 2時 30分
場所　総合福祉センター1階相談室
内容　▷検尿　▷血圧測定 　▷健康に
関する相談
問合　総合福祉センター（☎23・1390）

▷風しん抗体検査（要電話予約）
▷肝炎ウイルス検査（要電話予約）
▷HIV・クラミジア・梅毒検査と相談
▷こころの健康相談（要電話予約）
■市民講演会のご案内
日時　2月 8日㈬　午後2時～ 4時
場所　和泉市コミュニティーセンター3
階多目的ホール
内容　「知って得するお酒のはなし
～家族のみんなの幸せと健康のために～」

講師　新生会病院　和気浩三院長
申込　2 月 3 日㈮までに電話で保健所精
神チームへ 
■医療機関など関係者の皆さんへ
　厚生労働省では、医療関係者の就業
状況などを把握し、医療・公衆衛生行
政の基礎資料を得るため、２年毎に調
査を行っており、今年がその実施年と
なっています。届出はそれぞれの法律
で義務付けられておりますので必ず届
出をしてください。
届出の必要な人および届出先

届出期間　1月 4日㈬～16日㈪
届出用紙　平成 28 年 12 月 1 日から各
保健所に備え付けています。

問合　詳しくは、和泉保健所まで（☎
41・1342）

　じん肺・アスベスト・振動病（白ろ
う病）・難聴など、労災職業病相談会の
ご案内。次のような症状でお悩みの人
はお越しください。
▷「せきや痰が続く・息苦しい」（鉄工
所やほこりを吸い込む作業の人）
▷「手のしびれや冷えがある・冬季に指
先が白くなる」（電気のこぎりや削岩機
の振動工具を使用していた人）
▷「テレビの音量が大きい・耳鳴りがひ
どい」（騒音がひどい職場で働いた人）
日時　1月 22日㈰・28日㈯・29日㈰
午前10時～午後3時
場所　勤労青少年ホーム「講習室2」
問合　全日本建設交運一般労働組合☎
06・6886・3915    

高齢者健康相談

和泉保健所からのお知らせ

労災職業病相談会のご案内
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健 康 の ペ ー ジ
[ 問合 ]保健センター（☎33・8181）　高齢介護課（☎33・1131）

NEW FAC
E!! 泉大津に住んでいる
かわいい子どものスナップです。
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「おおつっこ」写真募集
このコーナーでは、小学校入学前のお子さんの写
真を募集しています。お子さんの写真と住所・名
前(ふりがな)・生年月日・電話番号・保護者から
のひとことを添えて、郵送（〒595̶8686）ま
たはＥメール（kouhou@city.izumiotsu.osaka.
jp）で秘書広報課まで。※応募写真は返却できません
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もりもり元気！
ニコニコ笑顔ですくすく育とう
ね。

（寿町）

いつも元気で笑顔がいっぱい！
トウモロコシが大好きなケイト
です。

（助松町）

げんきでやんちゃな兄弟です。
これからも健康にすくすく
育ってね！いつもママに癒し
をありがとう♡　　（助松町）
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　市役所 1 階ロビーで健康展・食育展を
開催します。健康や食育に関わる市内の
各団体による今年度の活動報告や、健康
や食育に関する情報やリーフレットの配
布を行います。
「泉大津市の健康状況はどうなってる
の？」「食育ってどんなことをしている
の？」と思われた人はぜひご覧になって
ください。
期間　2 月 1 日㈬～ 10 日㈮　午前 8 時
45 分～午後 5 時 15 分（最終日のみ午後
4時）
「大腸がんミニクイズラリー」に参加し
よう！
　2 月 3 日㈮　午前 10 時～正午には大
腸がん検診の内容や受診の大切さを知る
ことができる「大腸がんミニクイズラ
リー」を実施します。

また、「健康チャレンジ計画」の応募用
紙の配布も行います。参加賞（先着50人）
もあります。
問合　保健センター
　  

　ヒトは、いつまでも若いままではいら
れません。時間と共に老いていきます。
　体の変化について、顕微鏡を通して覗
いてみましょう。
日時　1月 25日㈬　午後2時 30分～ 3
時 30分（午後2時から受付）
場所　総合福祉センター3階　第1会
議室
内容　「生老病死」について～ヒトの一生
をどう見るか（病理医の視点から）～
講師　市立病院副院長　四方伸明医師
申込　不要           
問合　保健センター

　椅子に座りながらの簡単な運動で頭
も身体もスッキリ！　65 歳以上の市民
であれば、どなたでも参加できます。
日程・場所　
1月 11日㈬…松之浜長寿園
1月 12日㈭…春日町自治会館
1月 13日㈮…豊中町公民館
1月 17日㈫…条東長寿園
1月 18日㈬…東助松長寿園
1月 19日㈭…北曽根公民館
1月 20日㈮…南公民館
1月 24日㈫…穴師長寿園
1月 25日㈬…なぎさ住宅集会所
2月 8日㈬…助松長寿園
時間　午前10時～ 11時 30分
（ただし、松之浜長寿園、豊中町公民館、
穴師長寿園、助松長寿園は午後 1 時 30
分～ 3時）
問合　高齢介護課（介護予防係）

      

市役所 1 階ロビーで
健康展・食育展を開催！

衛生委員会共催　健康教育
「生老病死」について

楽笑会（楽しみながら笑顔に
なれる健康づくりの会）

毎週月～金曜日
午前9時～午後5時

保健センター
一般健康相談
（予約不要）

場　所 日　程相　談

歯科・栄養相談
（個別相談のみ予約制）

健康相談のお知らせ 健康・育児・発達相談などに関す
る電話相談も受け付けています。
［日程］月～金曜日（祝日除く）
［時間］午前８時 45 分～午後５時
15 分
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Q A&
こ ち ら 消費生活相談室

し ょ う ひ せ い か つ そ う だ ん し つ

日常生活での商品の購入やサービス
利用にともなうトラブル、契約など
の問題を解決するためのページです。

( )Let’ s be
 a smart consumer!

相談
事例
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す
の
で
、

十
分
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

若
者
を
狙
っ
た
悪
質
商
法
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
！

　
若
者
に
多
い
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

は
、「
マ
ル
チ
取
引
」
や
「
サ
イ
ド

ビ
ジ
ネ
ス
」、「
エ
ス
テ
」
な
ど
で
す
。

【
事
例
１
】
街
中
で
声
を
か
け
ら
れ
、

タ
レ
ン
ト
事
務
所
に
同
行
し
て
所
属

契
約
を
し
た
。
翌
日
解
約
を
申
し
出

た
ら
、
違
約
金
を
請
求
さ
れ
た
。

【
事
例
２
】
必
ず
利
益
を
得
ら
れ
る

と
い
わ
れ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
を
依

頼
し
料
金
を
支
払
っ
た
が
、
相
手
に

不
審
な
点
が
あ
る
の
で
解
約
し
た
い
。

【
事
例
３
】
痩
身
エ
ス
テ
の
中
途
解

約
を
申
し
出
た
が
、
支
払
請
求
額
が

高
額
す
ぎ
て
納
得
で
き
な
い
。

【
事
例
４
】
友
人
か
ら
儲
か
る
話
が

あ
る
と
言
わ
れ
、
仮
想
通
貨
の
投
資

の
よ
う
な
契
約
を
し
た
が
、
解
約
し

た
い
。

【
事
例
５
】
エ
ス
テ
で
契
約
し
た
際

は
未
成
年
で
あ
っ
た
が
二
〇
歳
に

な
っ
て
か
ら
契
約
し
た
こ
と
に
さ
れ

た
。

【
事
例
６
】
友
人
に
誘
わ
れ
投
資
用

教
材
を
契
約
し
た
が
、
消
費
者
金
融

の
返
済
も
困
難
な
の
で
解
約
し
返
金

し
て
ほ
し
い
。

【
事
例
７
】Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
知
っ
た
女
性
に

連
れ
て
行
か
れ
た
事
務
所
で
自
己
啓

発
セ
ミ
ナ
ー
の
契
約
を
勧
め
ら
れ
借

金
で
会
費
を
払
う
よ
う
言
わ
れ
た
。

※

事
例
引
用　
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

http://w
w
w
.kokusen.go.jp/n

ew
s/data/n-20161027_1.ht

m
l

覚
え
て
お
い
て
下
さ
い
！

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度

【
訪
問
販
売
】（
キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス
、

ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
セ
ー
ル
ス
、Ｓ

Ｆ
商
法
を
含
む
）…

８
日
間

【
電
話
勧
誘
販
売
】…

８
日
間

【
特
定
継
続
的
役
務
提
供
】（
エ
ス
テ
、

語
学
教
室
、
学
習
塾
、
家
庭
教
師
、

パ
ソ
コ
ン
教
室
、
結
婚
相
手
紹
介

サ
ー
ビ
ス
）…

８
日
間

▽
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
経
過
後

も
、
将
来
に
向
か
っ
て
特
定
継
続
的

役
務
提
供
な
ど
契
約
（
関
連
商
品
の

販
売
契
約
を
含
む
）
を
解
除
（
中
途

解
約
）
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
連
鎖
販
売
取
引
】（
マ
ル
チ
商
法
）

…

20
日
間

▽
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
経
過
後

も
、
将
来
に
向
か
っ
て
連
鎖
販
売
契

約
を
解
除
（
中
途
解
約
）
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
入
会
後
１
年
未
満
の

中
途
解
約
に
は
返
品
制
度
が
あ
り
ま

す
。

【
業
務
提
供
誘
引
販
売
取
引
】（
内
職

商
法
、
モ
ニ
タ
ー
商
法
等
）…

20
日

間【
訪
問
購
入
】（
業
者
が
消
費
者
の
自

宅
な
ど
を
訪
ね
て
、
商
品
の
買
い
取

り
を
行
う
も
の
）・
・
・
８
日
間

ＳＮＳで「ネットビジネスで儲かる」という書き込みを見て問い合わ
せをした。「ネットビジネスの会員になりマニュアルを見てＳＮＳに投
稿し問い合わせをしてきた人を入会させれば紹介料が貰える」と説明
され、指示されたURL にアクセスして契約の申し込みをしたが、不審
に思えてきたので解約したい。

ＳＮＳで誘いＷＥＢサイトで契約させるマルチ商法

儲
か
る
話
、
う
ま
い
話
に
飛
び
つ
か
な
い
！

　  消費生活で不安に思ったり
トラブルに遭ったら･･･
消費生活センター
（市役所１階）
☎33・1131
［受付時間］
　月～金曜日　
午後１時～ 4時

　　　　　　ーワンポイント　アドバイスー
①契約は慎重に！安易な気持ちで契約しない。
②ＳＮＳやインターネットを通じた契約は特に慎重に！
③知人からの誘いでも、必要のない契約は、きっぱり断る。
④「今日なら安くなる」などと言われてもその場で契約し
ない。
⑤クレジット契約の利用や借金は慎重に！

アドバイス
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Mayor's
Work

11・12月の主な動き

市長の
う ご き

●11月24日㈭
東雲公園で緑化ボランティア協議
会が行っている活動が「第６回み
どりのまちづくり賞ランドスケー
プマネジメント部門」で大阪府知
事賞を受賞しました。本市の緑化
推進に大きく貢献され、その活動
に伊藤市長より感謝状を贈呈しま
した。

●12月2日㈮
泉大津駅・北助松駅で人権擁護委
員、人権啓発推進協議会の役員の
皆さんと一緒に人権街頭啓発に参
加し、通勤・通学する市民に人権
の大切さを訴えました。

●1日㈷
泉大津大橋から初日の出を見る集
い（泉大津大橋）
●5日㈭
新年互礼会（レイクアルスターア
ルザ泉大津）
●8日㈰
消防出初式（市民会館前広場）
●9日㈷
成人式（総合体育館）
●17日㈫
国保運営協議会（市役所3階）
●18日㈬
定例市長会議（大阪府庁）
●20日㈮
臨海整備特別委員会（市役所5
階）
その他、福祉・教育関係会議等出
席（11件）

◆土器講座「弥生土器をつくろう」
日時／①1月18日㈬、②2月8日㈬　いずれも午前10時〜、午後1時〜　定員／午前、午
後とも先着8人　参加費／300g300円〜　申込／①1月8日㈰、②1月29日㈰のいずれも
午前10時から電話予約

◆ガラス玉づくり（毎月実施）
日時／①1月15日㈰、②2月5日㈰　いずれも午前10時〜、午後1時〜　定員／午前、午
後とも先着4人　参加費／30gまで500円、それ以上は一律600円　申込／①1月8日
㈰、②1月29日㈰のいずれも午前10時から電話予約

◆銅鐸をつくろう～金属を溶かしてつくる～
低い温度で溶ける金属を鋳型に流し込んで、手の平サイズの銅鐸をつくります。
日時／1月28日㈯　午後1時30分〜（午後1時から受付）　定員／先着20人（小学生以
上。小学3年生以下は保護者同伴）　参加費／1,500円　申込／1月14日㈯午前10時から電
話予約

◆植物染料でシルクストールを染めよう2017
日時／2月12日㈰　午後1時30分〜（午後1時から受付）　定員／先着20人　参加費／
2,500円　講師／橋本真理氏 申込／1月29日㈰午前10時から電話予約
なお、詳細は弥生学習館へ。　
※年始の休館日は、1月3日㈫まで。

◆手織り体験「ウールマフラー」
日時／1月26日㈭、27日㈮、29日㈰、30日㈪のいずれも午前10時〜午後３時　
場所／体験学習室　定員／各回先着４人　費用／受講料100円、材料費1,000円/ｍ　
講師／織編館手織ボランティアの皆さん　申込／１月5日㈭午前10時から電話にて織編
館へ

◆織編館ギャラリー
◇泉大津市民ギャラリー展 期間／1月13日㈮〜15日㈰　内容／洋画・日本画・書・写
真・工芸約60点

◇浜本俊朗写真展 期間／1月20日㈮〜24日㈫　内容／写真50点
◇一歩会 期間／1月26日㈭〜31日㈫　内容／油絵・水彩約30点
◆ふるさとの古文書解読講座（初心者向け）
市内に関連する古文書を読みとき近世の泉大津を感じましょう。
日時／1月24日㈫、31日㈫　午後1時30分〜3時（午後1時から受付）
場所／テクスピア大阪　3階302会議室
受講料／100円　申込／不要　講師／山口恭子（市史料室）
なお、詳細は織編館へ。

※年始の休館日は1月4日㈬まで。

織編館
おり   あむ   かん ☎31･4455　FAX 31･4457　※水曜休館

開館：午前 10時～午後 5時 ( 入館午後 4時 30分まで )

池上曽根弥生学習館 ☎20・1841　FAX 20・1866　※月曜休館
開館：午前10時～午後5時 (体験は午後4時まで)
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1 月の主な予定
※(　) 内は場所



日
時

１
月
15
日
㈰
　
午
前
９
時
～

正
午

交
付
場
所
市
民
課
（
市
役
所
１
階
４

番
窓
口
）

▽
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
ま
だ
受

け
取
っ
て
い
な
い
人
へ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請
し
、

市
役
所
か
ら
「
交
付
通
知
の
は
が
き
」

が
届
い
た
人
は
、
交
付
期
限
に
か
か
わ

ら
ず
、
市
役
所
に
て
保
管
し
て
い
ま
す

の
で
、
お
早
目
に
受
け
取
り
に
来
て
く

だ
さ
い
。

▽
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
窓
口

の
混
雑
が
緩
和
さ
れ
ま
し
た

交
付
窓
口
の
混
雑
が
緩
和
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
申
請
を
検
討
さ
れ
る
人
は
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
市
民
課（
市
役
所
１
階
４
番
窓
口
）

小
・
中
学
校
へ
の
入
学
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

▽
小
学
校
（
就
学
通
知
書
）

受
付
期
間
１
月
16
日
㈪
～
20
日
㈮

▽
中
学
校
（
入
学
通
知
書
）

受
付
期
間

２
月
１
日
㈬
～
７
日
㈫

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）
※
入
学
通
知

書
は
保
護
者
へ
１
月
中
旬
発
送
予
定

問
合
指
導
課
（
市
役
所
３
階
）

今
年
３
月
に
市
立
小
学
校
卒
業
予

定
の
６
年
生
の
児
童
の
保
護
者
で
、
就

学
援
助
の
要
件
に
該
当
し
、
入
学
前
支

給
を
希
望
す
る
人
に
、
中
学
校
入
学
準

備
金
を
支
給
し
ま
す
。

お
知
ら
せ
と
申
請
書
は
、
学
校
を
通

じ
て
対
象
学
年
に
配
布
し
て
い
ま
す

の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

１
月
10
日
㈫
～
20
日
㈮

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
。
20
日
㈮
は
午

後
６
時
～
８
時
の
間
市
役
所
１
階
ロ

ビ
ー
で
夜
間
受
け
付
け
を
し
ま
す
）

受
付
・
問
合

指
導
課
（
市
役
所
３

階
）市

で
は
専
門
の
女
性
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
が
日
々
の
生
活
の
中
で
直
面
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
の
相
談
に
応
じ
る

「
女
性
相
談
」
を
予
約
制
で
設
け
て
い

ま
す
。
個
別
面
談
で
、
自
分
の
気
持
ち

を
素
直
に
表
現
し
「
あ
る
が
ま
ま
の
自

分
」
を
受
け
入
れ
「
自
分
ら
し
さ
を
取

り
戻
す
」
場
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
市
民
会
館
内
の
に
ん

じ
ん
サ
ロ
ン
で
実
施
し
て
い
ま
し
た

が
、
サ
ロ
ン
の
図
書
館
移
転
に
伴
い
、

場
所
を
市
役
所
１
階
１
０
３
相
談
室

に
変
更
し
ま
す
。

日
程

２
月
14
日
㈫
、
３
月
14
日
㈫

時
間
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
人
権
市
民
協
働
課
（
市
役
所
１

階
２
番
窓
口
）、に
ん
じ
ん
サ
ロ
ン（
☎

21
・
６
５
５
５
）

■
受
水
槽
や
高
置
水
槽
は
清
潔
に
保

ち
ま
し
ょ
う
！

▽
清
潔
に
保
つ
た
め
の
管
理
方
法

①
受
水
槽
な
ど
の
清
掃
を
、
毎
年
１
回

以
上
、
定
期
的
に
行
い
ま
し
ょ
う

②
点
検
を
行
い
、
不
備
な
点
が
あ
れ
ば

速
や
か
に
改
善
し
ま
し
ょ
う

③
水
道
の
蛇
口
で
、
水
の
色
・
濁
り
・

臭
い
・
味
に
異
常
が
な
い
か
、
ま
た
残

留
塩
素
の
検
査
も
含
め
、
毎
年
１
回
以

上
定
期
的
に
行
い
ま
し
ょ
う

④
給
水
す
る
水
が
人
の
健
康
を
害
す

る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
と

き
は
、
直
ち
に
給
水
を
停
止
し
、
そ
の

水
を
飲
ま
な
い
よ
う
利
用
者
に
知
ら

せ
る
と
と
も
に
、
和
泉
保
健
所
（
☎

41
・
１
３
４
２
）
に
連
絡
し
、
指
導
を

受
け
て
く
だ
さ
い

※
受
水
槽
の
有
効
容
量
が
10
㎥
を
超

え
る
簡
易
専
用
水
道
の
設
置
者
・
管

理
者
は
、
毎
年
１
回
以
上
、
法
令
検
査

を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

■
鉛
製
給
水
管
に
関
す
る
お
知
ら
せ

▽
バ
ケ
ツ
１
杯
程
度
の
水
は
、
飲
用
以

外
に
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

鉛
製
給
水
管
を
使
用
し
て
い
る
場
合
、

そ
の
中
に
水
道
水
が
長
時
間
滞
留
し
て

い
る
と
、
ご
く
微
量
の
鉛
が
溶
出
し
ま

す
。流
水
状
態
で
は
、水
質
基
準
値（
０
・

０
１
㎎
／
Ｌ
）以
下
で
あ
り
、毎
日
飲
ん

で
も
健
康
に
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

朝
一
番
の
水
を
使
う
時
や
、
旅
行
な

ど
で
長
時
間
水
道
を
使
わ
な
か
っ
た

時
は
、
バ
ケ
ツ
１
杯
程
度
の
水
を
飲
用

以
外
に
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
鉛
製
給
水
管
を
使
用
し
て
い

な
い
家
庭
で
も
、
水
道
水
を
長
期
間
使

用
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
消
毒
用
の

塩
素
濃
度
の
低
下
が
起
こ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
の
で
、
同
様
の
扱
い
を
お

願
い
し
ま
す
。

▽
鉛
製
給
水
管
の
確
認
方
法

昭
和
63
年
８
月
以
前
に
建
て
ら
れ
、

そ
の
ま
ま
現
在
ま
で
使
わ
れ
て
い
る

場
合
に
は
、
鉛
製
の
管
を
使
用
し
て
い

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
以
降
に

給
水
引
込
工
事
さ
れ
た
場
合
は
、
鉛
製

の
管
を
使
用
し
て
い
ま
せ
ん
。

鉛
製
給
水
管
の
使
用
場
所
は
、
市
配

水
管
か
ら
宅
内
の
水
道
を
止
め
る
た
め

の
止
水
栓
ま
で
の
間
が
一
般
的
で
す
。

▽
鉛
製
給
水
管
の
解
消
に
ご
協
力
を

市
配
水
管
の
分
岐
か
ら
蛇
口
ま
で

の
配
管
は
全
て
個
人
財
産
で
す
が
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
よ
り
安
心
し
て
ご
利

用
い
た
だ
く
た
め
に
、
配
水
管
の
布
設

替
え
や
漏
水
修
理
の
際
は
、
給
水
管
を

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
に
取
り
換
え
る
な

ど
、
鉛
製
給
水
管
を
解
消
す
る
施
策
を

進
め
て
い
ま
す
。

鉛
製
給
水
管
を
使
用
し
て
い
る
場
合

は
、
増
改
築
の
際
に
引
込
管
の
取
り
替

え
に
つ
い
て
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
取
り
換
え
工
事
に
つ
い
て

は
、
泉
大
津
市
指
定
給
水
工
事
業
者
も

し
く
は
水
道
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
合
水
道
課
（
市
役
所
２
階
26
番
窓

口
）

■
第
６
回
泉
大
津
市
公
共
施
設
等
適

正
配
置
基
本
計
画
検
討
委
員
会
を
開

催
し
ま
す

日
時
１
月
20
日
㈮
　
午
後
３
時
～

場
所
職
員
会
館
３
階
集
会
室

対
象
先
着
10
人
ま
で
傍
聴
可

問
合
総
務
課
（
市
役
所
４
階
）

統
計
調
査
を
よ
そ
お
っ
て
、
電
話
や

訪
問
に
よ
り
情
報
を
だ
ま
し
取
ろ
う

と
す
る
「
か
た
り
調
査
」
が
全
国
的
に

発
生
し
て
い
ま
す
。

統
計
調
査
実
施
の
際
は
、
必
ず
身
分

証
を
携
帯
し
た
統
計
調
査
員
が
訪
問

し
、
調
査
の
お
願
い
を
し
て
い
ま
す
。

統
計
調
査
を
か
た
る
不
審
な
電
話
や

訪
問
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
総
務
課
ま
で

確
認
の
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合

総
務
課
情
報
シ
ス
テ
ム
担
当

（
市
役
所
４
階
）
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
取

と
日
曜
交
付
窓
口
に
つ
い
て

▽
国
民
健
康
保
険
の
加
入
・
脱
退

会
社
を
退
職
や
就
職
で
、
社
会
保
険

の
資
格
が
な
く
な
っ
た
場
合
や
資
格

を
取
得
し
た
と
き
は
、
14
日
以
内
に
保

険
年
金
課
に
届
け
出
が
必
要
で
す
。
加

入
の
届
け
出
が
遅
れ
た
場
合
は
、
社
会

保
険
の
喪
失
日
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
保

険
料
を
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
社
会
保
険
に
加
入
後
、
国
民

健
康
保
険
の
喪
失
の
手
続
き
を
し
な

い
と
、
保
険
料
が
賦
課
さ
れ
た
ま
ま
に

な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▽
国
民
健
康
保
険
料
年
間
納
付
済
額

の
通
知

国
保
加
入
の
全
世
帯
に
、
平
成
28
年

中
（
１
～
12
月
）
に
納
付
い
た
だ
い
た

保
険
料
の
総
額
を
記
載
し
た
納
付
済

額
通
知
書
を
１
月
下
旬
に
送
付
し
ま

す
。
確
定
申
告
、
市
・
府
民
税
の
申
告

を
す
る
場
合
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
必
ず
所
得
の
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い

保
険
料
は
、
年
度
ご
と
に
世
帯
単
位

で
算
出
す
る
所
得
割
額
、
均
等
割
額

（
加
入
者
数
に
よ
り
計
算
）、
平
等
割
額

（
一
世
帯
あ
た
り
の
金
額
）
の
合
計
額

で
す
。
こ
の
所
得
割
額
は
、
前
年
中
の

総
所
得
金
額
か
ら
計
算
し
ま
す
の
で
、

必
ず
所
得
の
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

所
得
の
申
告
が
遅
れ
た
人
や
年
度

途
中
で
所
得
の
変
更
を
し
た
人
は
、
そ

の
所
得
の
判
明
し
た
時
点
で
再
度
保

険
料
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
計
算
す
る
こ

と
に
な
り
、
年
度
途
中
で
保
険
料
が
変

わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
保
険
料
を
滞
納
す
る
と

特
別
な
事
情
が
な
く
保
険
料
を
滞

納
す
る
と
次
の
よ
う
な
措
置
が
と
ら

れ
ま
す
。

①
短
期
被
保
険
者
証
の
交
付

②
資
格
証
明
書
の
交
付

被
保
険
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す

る
だ
け
の
も
の
な
の
で
、
医
療
費
は
い

っ
た
ん
全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

③
保
険
給
付
の
差
し
止
め

保
険
給
付
の
全
額
ま
た
は
一
部
が

差
し
止
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
差
し
止

め
ら
れ
た
保
険
給
付
額
か
ら
滞
納
分

が
差
し
引
か
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
滞
納
処
分

滞
納
状
況
が
改
善
さ
れ
な
い
場
合

は
、
財
産
調
査
の
う
え
差
し
押
さ
え
な

ど
の
滞
納
処
分
を
行
い
ま
す
。
な
お
、

失
業
や
災
害
な
ど
、
や
む
を
得
な
い
事

情
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
困
難
に

な
っ
た
場
合
は
、
税
務
課
（
徴
収
対
策

担
当
）
ま
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
保
険
年
金
課
（
市
役
所
１
階
６

番
窓
口
）

市
民
活
動
に
つ
い
て
皆
で
楽
し
く

情
報
交
換
し
ま
し
ょ
う
。
は
じ
め
て
の

人
も
大
歓
迎
！

日
時

１
月
28
日
㈯
　
午
後
２
時
～

４
時

場
所
お
づ
ぷ
ら
ざ
（
泉
大
津
市
市
民

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
）

定
員
20
人

申
込
・
問
合
お
づ
ぷ
ら
ざ
（
泉
大
津

市
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
　
☎

24
・
９
０
１
６
、
フ
ァ
ク
ス
24
・
９
０

１
７
）

情
報
か
わ
ら
版

STU
DY
! 

NE
WS
! 

EV
EN
T! 

INF
OR
MA
TIO
N! 

イ
ベ
ン
ト
や
各
種
講
座

な
ど
の
ご
案
内
で
す
。

STU
DY
! 

NE
WS
! 

EV
EN
T! 

INF
OR
MA
TIO
N!
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市役所
お知らせ

からの

国
民
健
康
保
険
の
お
知
ら
せ

※H28年12月1日現在 。
( ）は前月比

●総人口
 75,568人 (−24人)
●女
 39,310人  (−1人)
●男
 36,258人 (−23人)
●世帯数
33,809世帯(＋16世帯)
●面積
   13.43㎢ (±0.00㎢)

住宅用火災警報器の相談は泉大津市消防署へ！
泉大津市消防署予防係（☎21・0119）

こどもおづみん食堂は、全国でこどもの貧困対策として
広がっている食堂のように人とのつながりで心の安らぎを
感じられるよう、子どもの居場所を提供しています。
11月のメニューは鶏そぼろ丼、さばの塩焼き、そう麺の

お味噌汁、じゃがいもの煮物、とうがんの煮物でした。
▷1月の開催　日時 1月25日㈬　午後6時～

場所 総合福祉センター3階
対象 市内在住の18歳未満の子ども（保護者同伴可）

※警報発令時や感染症流行などにより、当日中止となる場合もあり
ます。ご了承ください。
▷参加者の声 「バランスのとれたおいしいご飯がとてもありがた
かったです」「おいしかった！」
▷食材の寄付 大阪いずみ市民生活協同組合から肉、野菜，果物な
どをご提供いただきました。

問合 こども未来課（市役所1階3番窓口）

こどもおづみん食堂こどもおづみん食堂 1月は25日に開催！

食材（米・根菜類など日もちするもの

で生ものを除く）の提供、ボランティ

アのご協力をお願いします。

総合福祉センター（☎23･1390）へ

『ご協力のお願い』『ご協力のお願い』

塩
サ
バ
は
ご
は
ん
が
す

す
む
ね
！

鶏
そ
ぼ
ろ
の
量
は
お
好

み
で

ひ
と
り
じ
ゃ
な
い
ヨ

水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
女
性
相
談

市
役
所
で
実
施

ま
ち
づ
く
り
井
戸
端
会
議
を

開
催
し
ま
す

平
成
29
年
度
小
・
中
学
校
新

１
年
生
入
学
手
続
き
に
つ
い
て

中
学
校
入
学
準
備
金
の

入
学
前
支
給
の
お
知
ら
せ

公
共
施
設
等
適
正
配
置
基
本

計
画
の
策
定
に
向
け
て

「
か
た
り
調
査
」
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！



文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
な
ど
の
分

野
で
活
躍
さ
れ
た
人
を
広
く
表
彰
す

る
た
め
に
、
教
育
委
員
会
表
彰
候
補
者

を
募
集
し
ま
す
。
表
彰
者
は
泉
大
津
市

教
育
委
員
会
会
議
に
お
い
て
決
定
し

ま
す
。

対
象

市
内
に
在
学
・
在
住
す
る
個

人
や
所
在
す
る
団
体

※
た
だ
し
、
過
去
に
表
彰
を
受
け
た
個

人
や
団
体
に
つ
い
て
は
表
彰
対
象
と
な

ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
教
育

総
務
課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

募
集
対
象

▽
大
会
な
ど
の
実
施
日
…
平
成
28
年
２

月
～
平
成
29
年
２
月

▽
ス
ポ
ー
ツ
活
動
…
国
民
体
育
大
会
初

出
場
、国
民
体
育
大
会
３
位
ま
で
に
入
賞

お
よ
び
全
国
大
会
、近
畿
大
会
、大
阪
府

大
会
で
の
優
勝
な
ど

▽
文
化
活
動
…
国
、都
道
府
県
、ま
た
は

都
道
府
県
教
育
委
員
会
が
主
催
ま
た
は

後
援
す
る
大
会
、展
覧
会
で
の
受
賞
な
ど

申
込
・
問
合

１
月
４
日
㈬
～
２
月

10
日
㈮
必
着
で
「
泉
大
津
市
教
育
委
員

会
表
彰
候
補
者
推
薦
書
」
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
該
当
す
る
成
績
を
お
さ
め

た
大
会
な
ど
の
概
要
が
わ
か
る
大
会
要

綱
(コ
ピ
ー
可
)な
ど
と
、
表
彰
状
な
ど

の
成
績
の
内
容
が
確
認
で
き
る
書
類
の

コ
ピ
ー
を
添
え
て
、
直
接
ま
た
は
郵
送

で
教
育
総
務
課（
市
役
所
３
階
、〒
５
９

５
ー
８
６
８
６
〈
住
所
不
要
〉）
へ

■
消
防
団
員
募
集
説
明
会

日
時

２
月
12
日
㈰
　
午
前
10
時
～

正
午

場
所
消
防
本
部

要
件

身
体
が
健
康
な
男
女
18
歳
以

上
の
人
で
、
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

し
て
い
る
人

申
込
・
問
合

事
前
に
消
防
本
部
消

防
団
事
務
局
（
☎
21
・
０
１
１
９
）
へ

※
当
日
受
け
付
け
可
。直
接
消
防
本
部
ま
で

小
さ
な
子
ど
も
の
い
る
人
が
市
の

イ
ベ
ン
ト
・
講
座
な
ど
に
参
加
で
き

る
よ
う
に
、
一
時
保
育
付
き
の
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
保
育
に
ご
協

力
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
保
育
資
格
を
お
持
ち

で
な
い
人
も
登
録
可
能
で
す
。

申
込
・
問
合
人
権
市
民
協
働
課
（
市

役
所
１
階
２
番
窓
口
）、
に
ん
じ
ん
サ

ロ
ン
（
☎
21
・
６
５
５
５
）

平
成
29
年
度
の
市
内
小
・
中
学
校

で
の
図
書
館
司
書
の
登
録
者
を
募
集

し
ま
す
。

資
格

図
書
館
司
書
免
許
ま
た
は
教

員
免
許
所
有
者
で
読
書
指
導
に
意
欲

が
あ
り
、
お
よ
そ
週
19
時
間
活
動
で
き

る
人

採
用
　
個
人
面
接
（
必
要
に
応
じ
面
接

日
時
な
ど
を
含
め
連
絡
し
ま
す
）

申
込
・
問
合

１
月
４
日
㈬
以
降

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）
に
、
履
歴
書

（
写
真
添
付
）
と
免
許
が
確
認
で
き
る

書
類
（
原
本
）
を
指
導
課
（
市
役
所
３

階
）
へ

介
護
保
険
制
度
や
誰
に
で
も
簡
単

に
で
き
る
運
動
な
ど
の
介
護
予
防
に

つ
い
て
学
び
、
地
域
で
健
康
づ
く
り
や

介
護
予
防
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
た

だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
(全
５
回
）

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
～
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
は
？
～

日
時

１
月
27
日
㈮
　
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分

講
師
　
石
田
易
司
氏
（
桃
山
学
院
大
学

副
学
長
　
社
会
学
部
教
授
）

②
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合

事
業
に
つ
い
て

日
時

２
月
２
日
㈭
　
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分

講
師
　
高
齢
介
護
課
職
員

③
介
護
予
防
に
つ
い
て
・
高
齢
者
疑

似
体
験

日
時

２
月
10
日
㈮
　
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分

講
師
　
高
齢
介
護
課
職
員
、
社
協
職
員

④
認
知
症
予
防
に
つ
い
て

日
時

２
月
16
日
㈭
　
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分

講
師
　
神
谷
裕
喜
氏
（
泉
大
津
市
立
病

院
　
診
療
局
参
事
兼
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
室
長
）

⑤
地
域
の
活
動
に
つ
い
て
～
地
域
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
紹
介
～

日
時

２
月
24
日
㈮
　
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分

講
師
　
社
協
職
員

〈
共
通
事
項
〉

場
所
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

介
護
予
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

興
味
の
あ
る
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

定
員
先
着
20
人

申
込

１
月
４
日
㈬
か
ら
社
会
福
祉

協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
☎

23
・
１
３
９
３
）
へ

「
看
護
の
日
」
の
イ
ベ
ン
ト
を
毎
年

泉
大
津
ア
ル
ザ
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
川
柳
を
募
集
し
ま
す
。

な
お
、
応
募
作
品
は
会
場
に
掲
載
し

ま
す
。

発
表
５
月
12
日
㈮
「
看
護
の
日
」

募
集
期
間

１
月
４
日
㈬
～
３
月
31

日
㈮

応
募
用
紙
設
置
場
所

市
役
所
１
階

案
内
横
、
市
立
病
院
１
階
総
合
案
内
・

２
階
中
央
処
置
室
横

問
合

市
立
病
院
看
護
部
広
報
委
員

会
（
☎
32
・
５
６
２
２
）

市
内
在
住
で
原
則
60
歳
以
上
の
健

康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
人
、
シ
ル
バ
ー

に
登
録
し
て
就
業
し
ま
せ
ん
か
。

入
会
説
明
会

１
月
20
日
㈮
　
午
後

１
時
30
分
～

場
所
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
　

問
合
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
☎

23
・
１
０
０
７
）

講
師
に
桧
本
多
加
三
先
生
（
郷
土
史

研
究
家
、
郷
土
誌
「
堺
泉
州
」「
堺
人
」

編
集
長
）
を
お
招
き
し
ま
す
。

日
時

２
月
４
日
㈯
　
午
前
10
時
～

正
午

場
所
テ
ク
ス
ピ
ア
大
阪

定
員
先
着
60
人

参
加
費
５
０
０
円

主
催
景
観
人
の
集
い

問
合
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
（
市
役
所

２
階
23
番
窓
口
）

教
育
委
員
会
表
彰
候
補
者
の

募
集
に
つ
い
て

君
も
街
の
ヒ
ー
ロ
ー

消
防
団
員
に
な
ろ
う
よ

保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
て
い
ま
す
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こ
の
制
度
は
、
各
医
療
保
険
に
お
け

る
世
帯
内
で
、
平
成
27
年
８
月
１
日
～

平
成
28
年
７
月
31
日
（
※
た
だ
し
、
計

算
期
間
中
に
死
亡
さ
れ
た
人
、
ま
た
は

生
活
保
護
受
給
と
な
っ
た
人
は
資
格

喪
失
日
の
前
日
ま
で
）
に
支
払
っ
た
医

療
保
険
と
介
護
保
険
の
自
己
負
担
額

を
合
計
し
、
所
得
区
分
に
応
じ
た
基
準

額
を
超
え
た
場
合
に
、
そ
の
超
え
た
金

額
を
支
給
す
る
も
の
で
す
。

支
給
の
対
象
と
な
る
被
保
険
者
に

は
、
１
月
下
旬
に
お
知
ら
せ
と
支
給
申

請
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項

を
ご
記
入
・
押
印
の
う
え
、
大
阪
府
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
あ
て
に
返

送
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合

府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
給
付
課
（
☎
０
６
・
４
７
９
０
・
２

０
３
１
）、高
齢
介
護
課（
市
役
所
１
階

８
番
窓
口
）

堺
・
高
石
・
泉
大
津
の
三
市
と
忠

岡
町
で
組
織
し
て
い
ま
し
た
泉
州
水

防
事
務
組
合
は
、
平
成
28
年
12
月
31
日

に
解
散
し
ま
し
た
。
解
散
後
の
水
防

は
、
各
市
町
が
行
い
ま
す
。
ま
た
、
今

後
も
３
市
１
町
は
、
泉
州
９
市
４
町
締

結
の
泉
州
地
域
災
害
時
相
互
応
援
協

定
に
よ
り
連
携
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
役
所
内
の
各
課
お
よ
び
関
係
施

設
に
お
け
る
一
般
事
務
補
助
業
務
を

行
う
嘱
託
員
を
募
集
し
ま
す
。

勤
務
時
間
週
約
29
時
間

資
格

①
平
成
29
年
４
月
１
日
現
在

で
60
歳
未
満
の
人
（
定
年
60
歳
）
で
パ

ソ
コ
ン
操
作
の
で
き
る
人
（
文
書
作

成
・
表
計
算
な
ど
中
級
程
度
）、
②
地

方
公
務
員
法
第
16
条
（
欠
格
条
項
）
に

該
当
し
な
い
人

報
酬
月
額
12
万
６
１
０
０
円
（
昇
給

制
度
あ
り
）

採
用
人
数
10
人

選
考
方
法

▽
一
次
試
験
･･･教
養
試

験
・
作
文
（
８
０
０
字
以
内
）
２
月
５

日
㈰
実
施
　
▽
二
次
試
験
･･･面
接
試

験
（
一
次
試
験
合
格
者
の
み
実
施
）
２

月
25
日
㈯
実
施
予
定

雇
用
条
件
な
ど
「
泉
大
津
市
一
般
事

務
補
助
非
常
勤
嘱
託
員
採
用
試
験
要

領
」
参
照
（
申
込
書
と
共
に
人
事
課
窓

口
で
配
布
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

申
込
期
間
１
月
10
日
㈫
～
19
日
㈭

問
合
人
事
課
（
市
役
所
４
階
）

タイトルアイコンは、対象者を表しています。  乳幼児 子ども 高齢者 親子 母子 障がい者 一般

（
無
印
）
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■「女性が働き続けるために！！ワーキングウーマン応援フ
ェア in せんぼく」を開催します！
日時 1 月 19 日㈭　午後 1 時 30 分～4 時 30 分
場所 和泉市コミュニティセンター
内容 ▷セミナー…「女性が働き続けるために～人との出会
いを通して～」　午後 2 時～3 時 30 分　講師 長谷裕代氏

（(有)オフィス長谷裕代　取締役会長）　定員 先着 50 人
締切 1 月 17 日㈫まで ▷労働相談会（予約制）…一般労働
相談・弁護士相談・職場のメンタルヘルス相談　※一般労働
相談のみ予約不要　▷労働情報コーナー…法制度のリーフレ
ットなどを提供
申込・問合 ▷労働相談会…大阪府総合労働事務所　南大阪
センター（☎072・273・6100）
▷セミナー…地域経済課（☎23・8689）

■雇用保険の適用拡大などについて
▷1 月 1 日から 65 歳以上の人も雇用保険の適用対象です

平成 28 年 12 月末までに雇用し 1 月 1 日以降も継続して
雇用している 65 歳以上の労働者の資格取得届は、3 月 31 日
までにハローワークに提出してください。
▷１月１日から 65 歳以上の被保険者も各給付金の対象です

1 月 1 日以降、65 歳以上の労働者についても「高年齢被保

険者」として雇用保険の適用の対象となるため、高年齢被保険
者として離職した場合、受給要件を満たすごとに、高年齢求職
者給付金が支給（年金と併給可）されます。その他育児休業給
付金、介護休業給付金、教育訓練給付金の支給対象です。

■府立南大阪高等職業技術専門校生徒募集(4 月入校)および
見学会開催

通信・環境・整備分野の技能者の育成を目指して職業訓練
を実施しています。
願書受付 1 月 5 日㈭～25 日㈬　ハローワークで受付（対象
年齢制限あり）
生徒募集 自動車・車体整備科、電気主任技術科、情報通信
科、環境分析科、Web システム開発科（各科定員 30 人）
見学会 1 月 10 日㈫、20 日㈮、2 月 10 日㈮、3 月 10 日㈮
各日午後 1 時 15 分～（1 月 10 日は体験実習あり）

■シニア就業促進センターを開設しました
シルバー人材センターとハローワークの違いなど、それぞ

れの働き方の希望にあわせたお仕事探しのアドバイスや関係
機関を紹介します。また、府内で行う就職イベントの情報提供
や、実施する就職イベント・就業関係セミナーなどの案内な
ど、高年齢者の人を対象とした仕事探しをお手伝いします。
相談時間 月～金曜日の午前９時 30 分～午後５時
場所 大阪市中央区淡路町１丁目３-14
対象 55 歳以上の高年齢者

地域経済課からのお知らせ
（☎23・8689）

しごと・働くひとしごと・働くひと 応援コーナー

府立南大阪高等職業技術専門校からのお知らせ
（☎53・3005）

府商工労働部就業促進課からのお知らせ
（☎06・6360・9072）

ハローワーク泉大津からのお知らせ
（☎32・5181）

学
校
図
書
館
司
書

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登
録
募
集

介
護
予
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
　
受
講
生
募
集

平
成
29
年
度
一
般
事
務
補
助

非
常
勤
嘱
託
員
募
集

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

登
録
し
て
就
業
し
ま
せ
ん
か

歴
史
こ
ぼ
れ
話
　
第
１
回

「
真
田
丸
の
真
実
」

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療

養
費
制
度
の
お
知
ら
せ

泉
州
水
防
事
務
組
合
解
散
の

お
知
ら
せ

看
護
の
日
　
川
柳
募
集

テ
ー
マ
は
「
希
望
」



（「
学
習
・
講
座
」
の
続
き
）

■
自
分
で
で
き
る
庭
木
せ
ん
て
い
講

座
（
全
３
回
）

知
ら
ず
に
切
っ
て
慌
て
な
い
た
め

の
、
知
っ
て
得
す
る
せ
ん
て
い
術
を
学

ん
で
、
庭
木
の
手
入
れ
を
し
ま
し
ょ

う
。

日
時

①
１
月
26
日
㈭
　
安
全
作
業

と
道
具
の
使
い
方
・
木
の
種
類
、
②
２

月
２
日
㈭
　
生
垣
の
手
入
れ
、
③
９
日

㈭
　
雑
木
の
手
入
れ
・
庭
木
の
整
枝

と
せ
ん
て
い

い
ず
れ
も
午
後
１
時

30
分
～
３
時

対
象
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

定
員
申
込
先
着
10
人

受
講
料
３
０
０
円

持
物

筆
記
用
具
・
剪
定
バ
サ
ミ
・

刈
込
バ
サ
ミ
（
ハ
サ
ミ
は
あ
る
人
だ

け
）

講
師
油
谷
義
雄
氏

協
力
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

申
込
１
月
５
日
㈭
　
午
前
９
時
～

■
作
り
お
き
、
お
助
け
メ
ニ
ュ
ー
（
全

３
回
）
～
一
時
保
育
付
～

時
間
の
あ
る
と
き
に
作
れ
て
、
忙
し

い
毎
日
に
活
用
で
き
る
メ
ニ
ュ
ー
や

コ
ツ
を
マ
ス
タ
ー
し
て
毎
日
の
献
立

に
役
立
て
ま
せ
ん
か
。

日
時

２
月
３
日
㈮
・
10
日
㈮
・
17

日
㈮
　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

対
象
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

定
員
申
込
先
着
16
人

受
講
料

２
７
０
０
円
（
材
料
費
含

む
）

持
物

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
ふ
き

ん
・
弁
当
箱
・
筆
記
用
具

講
師
浅
野
光
子
氏

一
時
保
育
申
込
先
着
７
人
（
６
か
月

～
就
学
前
の
幼
児
）

申
込
１
月
６
日
㈮
　
午
前
９
時
～

■
ド
レ
ミ
親
子
教
室
　
見
学
会

元
気
よ
く
体
を
動
か
し
て
、
親
子
で

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

日
時

２
月
９
日
㈭
・
16
日
㈭
　
午

前
10
時
～
11
時
15
分

対
象

市
内
在
住
の
１
～
３
歳
の
子

ど
も
と
保
護
者

持
物

動
き
や
す
い
服
装
・
飲
み
物

な
ど
・
あ
れ
ば
上
靴

※
申
し
込
み
不
要
。
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が

少
な
い
た
め
、
徒
歩
ま
た
は
自
転
車
で

の
来
館
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
東
洋
医
学
の
キ
ホ
ン
の
キ
（
全
３

回
）
～
一
時
保
育
付
～

か
ら
だ
全
体
の
流
れ
を
整
え
自
然

治
癒
力
を
高
め
る
東
洋
医
学
を
、
キ
ー

ワ
ー
ド
か
ら
わ
か
り
や
す
く
ま
た
、
簡

単
な
体
質
チ
ェ
ッ
ク
を
し
な
が
ら
学

び
ま
す
。

日
時

２
月
９
日
㈭
・
23
日
㈭
・
３

月
９
日
㈭
　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

対
象
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

定
員
申
込
先
着
20
人

受
講
料
３
０
０
円

持
物
筆
記
用
具

講
師
林
み
ど
り
氏

一
時
保
育
申
込
先
着
７
人
（
６
か
月

～
就
学
前
の
幼
児
）

申
込
１
月
12
日
㈭
　
午
前
９
時
～

■
子
ど
も
ク
ッ
キ
ン
グ
（
全
２
回
）

小
学
３
～
６
年
生
の
皆
さ
ん
、
野
菜

の
切
り
方
な
ど
を
学
び
な
が
ら
、
楽
し

く
ク
ッ
キ
ン
グ
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ

ん
か
！
　
各
班
に
分
か
れ
て
子
ど
も

た
ち
だ
け
で
調
理
体
験
し
て
み
よ
う
。

日
時

２
月
18
日
㈯
・
25
日
㈯
　
午

前
10
時
～
午
後
１
時

対
象

市
内
在
住
・
在
学
の
小
学
３

～
６
年
生

定
員
申
込
先
着
20
人

受
講
料

１
６
０
０
円
（
材
料
費
含

む
）

持
物
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
（
バ
ン
ダ

ナ
）・
ふ
き
ん
・
弁
当
箱

講
師
浅
野
光
子
氏

申
込
１
月
14
日
㈯
　
午
前
９
時
～

共
通
事
項

場
所
南
公
民
館

申
込
方
法

受
講
料
を
添
え
て
本
人

ま
た
は
家
族
が
直
接
南
公
民
館
へ
。
定

員
に
満
た
な
い
場
合
の
み
翌
日
か
ら

電
話
・
フ
ァ
ク
ス
で
受
け
付
け
ま
す
。

申
込
用
紙
は
１
人
１
枚
配
布
し
ま
す
。

申
し
込
み
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
・
欠
席

は
返
金
で
き
ま
せ
ん
。

問
合

南
公
民
館
（
☎
33
・
１
７
６

４
、
フ
ァ
ク
ス
33
・
１
３
０
０
）

■
パ
ン
作
り
を
楽
し
も
う
（
全
２
回
）

材
料
の
性
質
を
ま
な
び
「
食
感
・

味
」
の
違
い
を
知
り
、
焼
き
上
が
っ
て

い
く
喜
び
や
、
よ
り
美
味
し
い
パ
ン
作

り
を
工
夫
し
な
が
ら
作
る
こ
と
を
学

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

２
月
10
日
㈮
・
17
日
㈮
　
午

前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

場
所
北
公
民
館

対
象
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

定
員
先
着
16
人

受
講
料
２
０
０
０
円
（
２
回
分
の
材

料
費
含
む
）

持
物

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
持
ち

帰
り
容
器
（
ケ
ー
キ
の
箱
な
ど
）

講
師
辻
宣
子
氏

申
込
・
問
合

１
月
13
日
㈮
午
前
９

時
か
ら
受
講
料
を
添
え
て
本
人
ま
た

は
家
族
が
、
直
接
北
公
民
館
（
☎
23
・

０
５
０
５
、
フ
ァ
ク
ス
23
・
０
５
６

６
）
へ

※
定
員
に
満
た
な
い
場
合
の
み
14
日

㈯
午
前
９
時
か
ら
電
話
・
フ
ァ
ク
ス

で
も
受
け
付
け
ま
す
。

※
申
し
込
み
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
欠
席

は
返
金
で
き
ま
せ
ん
。

心
肺
蘇
生
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
、
け

が
の
手
当
な
ど
、
応
急
手
当
を
習
得
す

る
た
め
に
救
命
講
習
を
開
催
し
ま
す
。

参
加
者
に
は
、
消
防
署
よ
り
「
普
通
救

命
講
習
修
了
証
」
が
発
行
さ
れ
ま
す
。

日
時

１
月
25
日
㈬
　
午
後
１
時
30

分
～
４
時
30
分

場
所
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

人定
員
先
着
20
人

内
容
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
、
心
肺
蘇

生
、
人
工
呼
吸
、
止
血
な
ど

講
師
市
消
防
本
部
救
急
救
命
士

申
込
・
問
合

１
月
４
日
㈬
か
ら
社

協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
☎
23
・

１
３
９
３
）
へ
お
越
し
の
う
え
、
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。（
電
話
申
し
込
み
不

可
）健

康
増
進
と
災
害
時
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
役
立
つ
知
識
を
学
び
ま
す
！

日
時

①
１
月
30
日
㈪
　
健
康
増

進
・
事
故
予
防
～
健
康
寿
命
を
延
ば

し
ま
し
ょ
う
！
！
～
、
②
２
月
３
日
㈮

転
倒
予
防
・
体
操
コ
ー
ス
～
ロ
コ
モ

テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
予
防
し
よ

う
！
～

い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分
（
終
了
時
間
変
更
あ
り
）

場
所
市
立
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

定
員
先
着
30
人
（
受
講
者
10
人
未
満

の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。）

講
師

赤
十
字
健
康
生
活
支
援
講
習

指
導
員

申
込
・
問
合

１
月
４
日
㈬
～
20
日

㈮
ま
で
に
日
赤
泉
大
津
市
地
区
事
務

局
（
社
会
福
祉
協
議
会
内
　
☎
23
・
１

３
９
３
）
へ
。
電
話
申
し
込
み
可

■
第
48
回
歌
声
サ
ロ
ン

日
時

１
月
22
日
㈰
　
午
後
２
時
～

４
時
（
開
場
午
後
１
時
30
分
）

定
員
申
込
先
着
１
４
０
人

出
演

酒
井
健
太
郎
氏
（
リ
ー
ダ

ー
）・
山
本
汎
昭
氏
（
ア
コ
ー
デ
ィ
オ

ン
）・
松
田
洋
子
氏
（
ピ
ア
ノ
）

参
加
料

１
０
０
０
円
（
お
茶
付
き
）

※
歌
本
を
す
で
に
お
持
ち
の
人
は
必

ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
歌
本
を
お
持
ち

で
な
い
人
は
ご
購
入
お
願
い
し
ま
す
。

販
売
価
格
１
０
０
０
円（
税
込
）（
定
価

１
２
９
６
円（
税
込
））　
た
だ
今
初
回

の
み
歌
本
無
料
貸
し
出
し
中
！

■
第
25
回
　
み
ん
な
が
主
役
！
あ
す

と
フ
ォ
ー
ク
＆
ラ
イ
ブ

「
南
の
島
！
夏
歌
特
集
！
」

寒
さ
を
ふ
き
と
ば
せ
！
懐
か
し
の

バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
や
、
夏
歌
、
島
唄
を
皆

ん
な
で
歌
お
う
！

日
時

１
月
29
日
㈰
　
午
後
２
時
開

演
（
開
場
午
後
１
時
30
分
）

定
員
申
込
先
着
１
４
０
人

出
演
吉
岡
克
浩
氏
、
松
田
洋
子
氏
ほ

か

入
場
料
５
０
０
円

■
あ
す
と
狂
言
教
室
発
表
会

伝
統
あ
る
堺
能
楽
会
館
で
の
『
狂

言
』
ど
な
た
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。

日
時

１
月
29
日
㈰
　
午
後
０
時
30

分
開
演
（
あ
す
と
狂
言
教
室
は
午
後
２

時
ご
ろ
～
）

場
所
堺
能
楽
会
館

出
演
安
東
元
氏
（
大
和
座
狂
言
事
務

所
）、
あ
す
と
狂
言
教
室
生
徒
、
ほ
か

■
あ
す
と
絵
本
読
み
語
り
会

毎
月
１
回
小
さ
な
お
子
さ
ん
か
ら

親
子
で
絵
本
に
親
し
ん
で
も
ら
え
る
、

絵
本
読
み
語
り
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
手
遊

び
な
ど
も
し
て
い
ま
す
。
お
う
ち
で
の

読
み
語
り
の
参
考
に
も
な
り
ま
す
よ
。

日
時

１
月
22
日
㈰
　
午
前
11
時
～

11
時
30
分

出
演
あ
す
と
絵
本
の
会
“
し
ぃ
ず
ん

ず
”

■
あ
す
と
ア
カ
デ
ミ
ー
講
座
受
講
生

募
集
中
！

ひ
と
り
１
回
限
り
無
料
体
験
可
能

で
す
。
体
験
希
望
す
る
人
は
必
ず
事
前

に
ご
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。
受
講
料

は
３
か
月
ご
と
に
前
納
制
で
す
。

■
楽
し
い
コ
ー
ラ
ス

楽
し
く
呼
吸
法
を
マ
ス
タ
ー
し
て
、

の
び
の
び
歌
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
初
心

者
も
無
理
な
く
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
存
分

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。

日
時

第
２
・
４
火
曜
日
　
午
後
１

時
30
分
～
３
時

受
講
料
９
７
２
０
円
 （
３
か
月
６
回

分
）

講
師
江
口
砂
貴
子
氏
（
全
日
本
ピ
ア

ノ
指
導
者
協
会
正
会
員
（
泉
大
津
帆
風

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
代
表
））

■
み
ん
な
で
楽
し
く
♪
歌
声
く
ら
ぶ

童
謡
、
唱
歌
、
歌
謡
曲
、
み
ん
な
で

歌
え
ば
、
心
も
体
も
ス
ッ
キ
リ
晴
れ
や

か
。

日
時
　
第
１
・
３
金
曜
日
　
午
前
10

時
～
11
時
30
分

受
講
料
９
７
２
０
円
（
３
か
月
６
回

分
）

講
師
渡
邊
孝
子
氏
（
日
本
音
楽
療
法

学
会
認
定
　
音
楽
療
法
士
）

■
歌
お
う
シ
ャ
ン
ソ
ン
＆
ポ
ッ
プ
ス

楽
譜
が
読
め
な
く
て
も
大
丈
夫
。
ピ

ア
ノ
伴
奏
で
正
し
い
発
声
か
ら
歌
唱

指
導
、
豊
か
な
表
現
力
を
身
に
付
け
ま

す
。

日
時
　
第
２
・
４
土
曜
日
　
午
後
１

時
30
分
～
３
時

受
講
料
９
７
２
０
円
（
３
か
月
６
回

分
）

講
師

岸
良
充
氏
（
シ
ャ
ン
ソ
ン
歌

手
）相

談
な
ど
緊
急
で
な
い
場
合
は
、
最

寄
り
の
警
察
署
ま
た
は
「
♯
９
１
１

０
」
へ
お
願
い
し
ま
す
。

▽
１
１
０
番
の
日
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

開
催
し
ま
す

日
時

１
月
７
日
㈯
　
午
前
10
時
30

分
～

場
所

泉
大
津
駅
前
い
ず
み
お
お
つ

Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ

内
容
　
防
犯
教
室
、
旭
幼
稚
園
鼓
隊
演

奏
な
ど
、
泉
大
津
高
校
吹
奏
楽
部
コ
ン

サ
ー
ト
、
白
バ
イ
・
パ
ト
カ
ー
の
展

示
、
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
お
づ

み
ん
・
た
だ
お
課
長
と
記
念
撮
影
な

ど
盛
り
だ
く
さ
ん
。

問
合
泉
大
津
警
察（
☎
23
・
１
２
３
４
）

設
立
20
周
年
を
祝
し
て
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
各
グ

ル
ー
プ
活
動
内
容
の
啓
発
な
ど
、
参
加

者
全
員
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
大
切
さ

を
改
め
て
確
認
す
る
と
と
も
に
、
今
後

ま
す
ま
す
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
が

発
展
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
記
念

事
業
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

２
月
９
日
㈭
　
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分

場
所
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階

内
容

各
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

の
活
動
内
容
の
展
示
や
実
演
、
非
常

食
・
高
齢
者
疑
似
体
験
の
コ
ー
ナ
ー

（
参
加
無
料
）

問
合

社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
連
絡
会
（
☎
23
・
１
３
９
３
）

赤
十
字
健
康
生
活
支
援
講
習

「
短
期
講
習
会
」（
全
２
回
）
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北
公
民
館
か
ら
の
お
知
ら
せ
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（
無
印
）

28

救
急
救
命
講
座

（
普
通
救
命
講
座
）

泉
大
津
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会

20
周
年
記
念
事
業

あ
す
と
ホ
ー
ル
か
ら
の
お
知
ら
せ

（
☎
20
・
６
７
７
８
）

「広報いずみおおつ」広告募集（有料）
　「広報いずみおおつ」では、毎月広告を掲載しています。これは、市内産業の振興を図り、
良質な商品やサービスなどに関する情報を提供するために行うものです。皆さんのご理解
とご協力をお願いします。

問合　　広告掲載についてのお問い合わせは、秘書広報課へ。

南
公
民
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

１
１
０
番
は
事
件
・
事
故
の

緊
急
通
報
電
話
で
す
！

詳しくはこちら
（あすとホール
ホームページ）



（「
そ
の
他
の
お
知
ら
せ
」
の
続
き
）

冬
季
企
画
展
「
な
に
わ
の
伝
統
工
芸

受
け
継
が
れ
ゆ
く
匠
の
技
と
美
」

府
内
の
無
形
文
化
財
保
持
者
で
あ

る
４
人
の
伝
統
工
芸
作
家
の
秀
作
（
木

工
芸
・
金
属
工
芸
）
を
展
示
し
ま
す
。

箱
や
盆
、
座
敷
机
や
箪
笥
な
ど
の
作
品

に
優
し
い
曲
線
美
を
生
か
す
藤
嵜
一

正
さ
ん
。
人
間
国
宝
で
あ
る
角
谷
一
圭

氏
を
父
に
も
ち
、
茶
の
湯
釜
の
伝
統
を

受
け
継
ぐ
角
谷
征
一
・
勇
圭
さ
ん
。
金

属
を
叩
い
て
花
活
け
や
水
指
を
造
形

す
る
三
好
正
豊
さ
ん
。継
承
し
た「
技
」

が
あ
れ
ば
こ
そ
表
現
で
き
る
「
美
の
世

界
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時
１
月
21
日
㈯
～
３
月
20
日
㈷

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時
（
入
館
は

午
後
４
時
30
分
ま
で
）

場
所
弥
生
文
化
博
物
館
特
別
展
示
室

費
用
入
館
料
（
一
般
４
０
０
円
／
65

歳
以
上
・
高
大
生
３
０
０
円
）

問
合
弥
生
文
化
博
物
館

■
確
定
申
告
会
場
の
お
知
ら
せ

申
告
会
場
テ
ク
ス
ピ
ア
大
阪
４
階

日
時

２
月
16
日
㈭
～
３
月
15
日
㈬

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

▽
開
設
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
５

時▽
相
談
受
付
時
間
　
午
前
９
時
～
午

後
４
時

※
会
場
の
混
雑
状
況
に
よ
り
、
早
め
に

（
午
後
３
時
ご
ろ
）申
告
相
談
の
受
け
つ

け
を
終
了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
泉
大
津
税
務
署

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
の
あ
る
人

が
誰
で
も
気
軽
に
集
え
る
場
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
に
ご
協
力

い
た
だ
き
、
か
わ
い
い
「
う
さ
ぎ
の
お

ひ
な
さ
ま
」
を
作
成
し
ま
す
。

日
時

１
月
24
日
㈫
　
午
後
１
時
30

分
～
４
時

場
所
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

定
員
先
着
20
人
（
要
予
約
）

材
料
費
５
０
０
円

問
合

社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
（
☎
23
・
１
３
９
３
）

日
時
・
場
所

▽
１
月
11
日
㈬
　
午
前
10
時
～
午
後

４
時
　
い
ず
み
お
お
つ
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ

▽
26
日
㈭

午
前
10
時
～
午
後
４
時

30
分
　
泉
大
津
市
役
所

（
正
午
～
午
後
１
時
ま
で
休
憩
）

問
合
献
血
推
進
協
議
会

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◇
１
０
０
０
円
　
吉
田
千
代
子

◇
２
０
０
０
円
　
菊
地
正
代

◇
３
万
円
　
泉
大
津
市
フ
ォ
ー
ク
ダ

ン
ス
連
盟

◇
１
万
円
　
匿
名

◇
８
４
５
２
円
　
ク
ラ
ッ
シ
ュ
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
ラ
イ
ブ

◇
５
０
０
０
円
　
Ｓ
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木
漏
れ
日
の
い
ざ
な
い

コ
ン
サ
ー
ト
開
催

木
漏
れ
日
の

い
ざ
な
い
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タイトルアイコンは、対象者を表しています。  乳幼児 子ども 高齢者 親子 母子 障がい者 一般

（
無
印
）

ぜいきん納税・納付今月の

※納期内に納付してください。
※便利な口座振替をご利用ください。

●国民健康保険料
(普通徴収 )…………………1月分

●後期高齢者医療保険料
　(普通徴収 )…………………1月分

●介護保険料 (普通徴収 )……･･1 月分

▽
今
月
号
の
表
紙
の
ウ
ラ

話
♪
天
然
記
念
物
で
あ
る

助
松
神
社
の
東
天
紅
は
普

段
、
手
に
の
せ
た
り
す
る

と
逃
げ
た
り
す
る
み
た
い
で
す
。
し

か
し
、
お
づ
み
ん
の
手
に
の
せ
る
と

逃
げ
も
せ
ず
む
し
ろ
心
地
よ
い
の
か

少
し
眠
た
そ
う
で
し
た
…
。
（
松
）

▽
一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
。
と
い

う
こ
と
で
、
我
が
家
で
は
お
正
月
に

そ
れ
ぞ
れ
の
抱
負
を
言
い
合
い
ま

す
。
年
の
初
め
に
一
年
の
事
を
じ
っ

く
り
考
え
る
い
い
機
会
で
す
よ
！

み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
！
　
さ
て
、
今
年

は
ど
う
し
よ
う
か
な
･･･。
（
萬
）

▽
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
暮
ら
し
の
手
続
き
や
泉
大
津

の
魅
力
な
ど
、
本
市
の
情
報
が
ぎ
っ

し
り
詰
ま
っ
た
「
泉
大
津
市
暮
ら
し

の
便
利
帳
2017」
を
１
月
下
旬
か

ら
順
次
全
戸
配
布
し
ま
す
。
保
存
版

と
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
（
大
）
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極

うょしまみ組り取に
スーユリてし用利に的極
積。すまりあが板示掲ん
せっあ品要不はに所役市

消防職員・消防団員による分列行
進・車両行進・一斉放水、幼年消防ク
ラブ員の誓いの言葉や演技などを予定
していますので、ぜひ見学にお越しく
ださい。
日時 1月8日㈰　午前9時30分　小雨
決行
場所 市民会館前広場（消防本部西
隣）※荒天時、市役所３階大会議室に
て式典のみ実施
問合 消防本部（☎21・0119）

日ごろ、各芸術部門（洋画・日本
画・書・写真・工芸（予定））におい
て創作活動を行っている文化連盟会員
による市民ギャラリー展を開催しま
す。
日時 1月13日㈮～15日㈰　午前10

時～午後4時30分
場所 織編館ギャラリー
問合 生涯学習課（市役所３階）

河川・海をはじめとした「水」に関
する活動・研究を行っている団体・個
人による発表やパネル展示、石津川や
大阪近郊に棲む生物の水槽展示、手作
り顕微鏡教室などを行います。
日時 1月28日㈯　午前11時～午後3時
場所 泉北府民センター
▷倍率100倍！ペットボトルを使った
手作り顕微鏡教室
①午前11時50分～、②午後2時10分～
定員 各30人
申込・問合 1月9日㈪からメールで全
員の参加者名、年齢、保護者名、電話
番号、メールアドレス、参加希望時間
を記入のうえ、府鳳土木事務所地域支
援・防災グループ（☎072・273・
0123、otoridoboku-g04@sbox.pre
f.osaka.lg.jp)へ

～すてきに生きる女と男～
育児漫画家・高野優さん　マンガを描

きながら子育てトーク
「子育ては、自分育て。楽しまなきゃ
もったいない！」
日時 1月29日㈰　午後1時～3時（開
場午後0時30分）
場所 テクスピア大阪１階小ホール
定員 150人
内容 開会、にんじんサロン登録グル
ープによる舞台演技、サロン学習会に
よる「男女共同参画の視点から見た防
災」の学習発表、高野優さん講演「子
育ては、自分育て。楽しまなきゃもっ
たいない！」※講演は手話通訳あり
一時保育 先着10人（６か月以上の未
就学児。1月4日㈬～17日㈫に要申
込）
その他 運営は、にんじんサロン連絡
会に協力を得て実施。
問合 人権市民協働課（市役所1階2番
窓口）

情報

Ivent  Information

㈰
8/1 消防出初式

51～
31/1 市民ギャラリー展

㈯
82/1 「水」からつながる

何でも博覧会

ぜいきん納税・納付今月の

※納期内に納付してください。
※便利な口座振替をご利用ください。

●国民健康保険料
(普通徴収 )…………………1月分

●後期高齢者医療保険料
　(普通徴収 )…………………1月分

●介護保険料 (普通徴収 )……･･1 月分

編集後記

㈰
92/1 フォーラムin

いずみおおつ　2017

女性と子どもの生活向上を永遠のテ
ーマとし、国際から地域まで幅広く奉
仕活動をしています。
日時 2月5日㈰　午前10時～午後3時
場所 テクスピア大阪
備考 入場チケット必要
問合 国際ソロプチミスト大阪ーいず
み（☎33・7730）

認知症で昼夜なく徘徊する母と、そ
れを見守る娘、近隣との日々を映した
大阪北浜が舞台のドキュメンタリー映
画です。この映画が、認知症を他人事
ではなく自分事として考えるきっかけ
になればと願います。
日時 2月19日㈰　午後2時～4時
場所 テクスピア大阪　テクスピアホ
ール
対象 市内在住または在勤の人
定員 先着500人
申込 1月23日㈪から地域包括支援セ
ンター（東雲町９－５４（ベルセンタ
ー内）、☎21・0294）窓口または電
話
共催 泉大津市、泉大津市立病院、泉
大津市医師会、泉大津市介護支援専門
員連絡協議会、泉大津市地域包括支援
センター、社会福祉法人泉大津市社会
福祉協議会
問合 市地域包括支援センター

日時 2月26日㈰　正午～
場所 市立勤労青少年ホーム1階軽運

動室
対象 市内在住の小学生
試合方法 予選リーグと決勝トーナメ
ント（優勝・準優勝・三位には賞状と
賞品、上位入賞者に級位認定書を贈
呈）
申込・問合 1月27日㈮までに泉大津
ライオンズクラブ事務局（☎32・
1260）へ

㈰
5/2 国際ソロプチミスト大阪-いずみ

チャリティーバザー

㈰
91/2 映画上映会「徘徊　

ママリン87歳の夏」

㈰
62/2 泉大津こども将棋大会

参加者募集　参加無料
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高野優さんが本市のためにイラストを
描きおろしてくれました！


	①
	②
	③
	④



